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Über die Mischgeschwiilste der Mundspeicheldriisen. 
Von 


Dr. Meijiro Sakurai. 


Aus dem pathologischen Institute der medizinischen Akademie “ Jikeikai ” 
zu Tokio. Vorstand: Prof. T. Kimura. 


mit Tafel V-VIII. 


Die Arbeit stiitzt sich auf histologische Untersuchungen von 
33 Fallen von Mundspeicheldriisengeschwiilsten des Menschen, von 
denen 28 in der Parotis und 5 in der Submaxillardriise auftraten. 


Ihren Arten nach wurden die Geschwiilste wie folgt verteilt : 


Parotisgeschwiilste 28 Fälle, davon 
1. typische Mischgeschwiilste 16 Fälle, 
2. Basalzellenkrebse 
3. sonstige Geschwülste m * 
darunter Carcinoma solidum 1, Cystadenoma papilli- 
ferum 2, Plattenepithelkrebs 1, polymorphzelliges Sar- 
kom 1 und Fibrolipom 1. 
Geschwülste der Submaxillardrüse 5 Fälle, davon 
1. typische Mischgeschwiilste 2 Fälle, 
2. Basalzellenkrebs 1 Fall, - 
3. sonstige Geschwülste 2 Fälle, 
darunter Carcinoma solidum 1 und Chondromyxo- 


sarkom 1. 
Hinsichtlich der Frage, ob die Zellstränge, welche in den 
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typischen Mischgeschwülsten bemerkt werden, epithelialer oder 
endothelialer Natur sind, zieht man vor allem die Gewebsreife oder 
morphologische Differenzierung desselben Gewebes d.h. die morpho- 
logischen Verhältnisse zusammen in Erwägung. Auf diese Weise 
untersuchte Verfasser alle diese Fälle und kam zu folgendem Schlusse. 
1. Übergangsbilder werden nicht nur zwischen den beider- 
artigen d.h. endothelartigen und epithelartigen Zellsträngen, welche 
in der Mischgeschwulst der Speicheldrüse vorkommen, sondern auch 
in den Zellsträngen bzw. Alveolen des Basalzellenkrebses der 
Mundspeicheldrüse nachgewiesen. Deshalb wird angenommen, dass 
die Zellstränge, welche morphologisch teils als endothelial, teils 
als epithelial gehalten werden, wesentlich von einer Herkunft sind. 
2. Bei der unvollkommenen Gewebsreife und in nicht ausdif- 
ferenziertem Zustand des Gewebes zeigen solche Zellstränge das endo- 
theliale Aussehen und die Bindesubstanzen in ihrer Umgebung stellen 
ein sehr lockeres, an das embryonale schleimige Gewebe erinnerndes 
Bild dar. Dagegen ist das Aussehen der Zellstränge bei der fortge- 
schrittenen Gewebsreife oder im ausdifferenzierten Zustande deutlich 
epithelial und die umgebenden Bindesubstanzen bestehen aus dem 

ausdifferenzierten faserigen Bindegewebe. 
3. Also wird man gewahr, dass die Zellstränge von einziger 


Zellart abstammen, und epithelialer Natur sind. 


Tafelerklärungen. 
Tafel V. 


Fig. 1. Typische Mischgeschwulst. Fall 2. 

Fig. 2. Typische Mischgeschwulst. Fall 10. 

Die Zellstränge in dem Geschwulstgewebe sind in beiden Fällen im undifferen- 
zierten Zustande und zeigen das Bild endothelialer Zellstränge. Die Bindesub- 
stanzen in der Umgebung zeigen auch das Bild des undifferenzierten lockeren 
Schleimgewebes. 


Tafel VI. 
Fig. 3. Typische Mischgeschwulst. Fall 5. 
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Fig. 4. Typische Mischgeschwulst. Fall 15. 

Die Differenzierung der Zellen der Zellstränge ist weiter fortgeschritten, hier 
stellen sich die Zellstränge epithelial dar, dementspreched ist eine weitere Differen- 
zierung der umgebenden Bindesubstanzen in der Richtung nach dem faserigen 
Bindegewebe bemerkbar. 


Tafel VII. 


Fig. 5. Basalzellenkrebs (Krompecher). Fall 21. 

Fig. 6. Basalzellenkrebs (Krompecher). Fall 22. 

Die Geschwulstzellstränge sowie Geschwulstzellen in den Alveolen weisen 
morphologisch noch deutlicher den epithelialen Charakter auf. Das Bild des 
faserigen Bindegewebes ist in der Umgebung der Geschwulstzellen sehr ausge- 
prägt. 

Tafel VIII. 


Fig. 7. Parotisgewebe eines 5 Monate alten Menschenfötus. 

Fig. 8. Parotisgewebe eines 18cm langen Schweinfötus. 

Achtet man genauer auf das Verhalten des Parotisgewebes, so lässt sich 
bemerken, dass das Parotisgewebe im unvollkommen differenzierten Zustande 
des Fötallebens ein dem sehr lockeren Schleimgewebe sehr nahe kommendes 
Bild darstellt, und ausserdem fällt ins Auge, dass das Parotisgewebe dieser 
Föten der schleimgewebeartigen Bindesubstanzpartie, welche in Fig. 1 und 2 
beobachtet wird, sehr ähnlich ist. 
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極め て 稀 な る も の で は な い が , HOMEPMSD<, 手術 に 依 つ て 得 ら れ た る 
材料 を 径 集 す る 事 は 左 程 容易 な 事 で は な い ミ 言 ふ 事 を 知 つ た . FPIICHE 
せん ミ す る 材料 の 大 部 分 は 明治 27 RR ER 
数 室 に 保存 せら れ て 居 つ た も の で , 初め 木村 教授 が 恩師 近藤 先生 の 許可 を 得 
られ 検索 に 従事 せら れ た が , 不幸 に し て 題 微 鏡 阿 本 の 企 部 を 焼却 せら れ た の 
で , 余 に 其 の 再 吊 ミ 検 索 ミ を 命ぜ られ た . 爾 來 敷 年 間 余 は 諸 先 輩 に を ふ て 材 
FIORE BD ED, 僅 に 8 例 を 集め 得 た に 過ぎ な か つた . 以上 の 材料 の 組 
的 所 見 を 基礎 さして , BRD, ER 
U TEEN L, に 此 の 細胞 が 時 に 
内 性 、 時 に 上 性 様 に 認め ら ゃ は , 
的 に 異 る に 非 す し て , MAMMBED AIL Differenzierung の 程度 の 相違 
KOT, 種々 異 る 形態 示す も の で ある ミ 認 め ざ る を 得 な い . TRILED 
細胞 の 上 皮 訟 , 内 皮 褒 を 主張 する 人 々 が 組織 の 分 化 程度 を 基礎 ミ し た 所 論 に 
BE S LT 掲げ て ある か ら 
MEARE ORR ORR CSI TES. 


第 二 章 検索 材料 及び 検索 方 法 


検索 材料 は BI2WOL MOAR MAME C, MOTHS 
CHS, 材料 幅 富 な る も の は 成る べく 敷 ヶ 所 か ら 切 片 を 探 つ た が , 止む を 得 ず 1 片 
得 た に 過ぎ な いも の も 多い 。 

検索 方 法 線 て ペラ フェン 包 埋 法 に より 薄 切 切片 を 作り 、 染 色 法 よし て は へ マト を き 
YU アイ ゲル ト 強力 染色 法 及 び 
ー ル ショ ウス キー 銀 法 等 を 用 ひ た 
VV KSZLD CHS, 
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第 一 

検索 せる 腫瘍 の は 37 AT, HON, 耳 下 腺腫 が 32 例 , REG 
が 5 例 , 舌 下 腺腫 場 は 1 例 も 無い . 

FREIE 手術 に 依り 別 出 或 は 切除 し た 時 の 患者 の 年 齢 的 闘 係 は , 其 の 
制 明 せ る も の の み に 就 いて 逃 ぶ れ ば , 次 の 表 の 如く で 20 歳 以下 は 第 37 HY 
1 例 の で ある が 、 は 織 肪 で あつ た か ら , AMS 
き を 置く に 足ら ぬ . FEMA ROMB TIE TE Ss 組織 的 に 炎 性 増生 短 で あ 
る 事 が せら れ た も の で ある . に 依 つ て 見れ ば 場 の は 40 歳 乃 
E60 歳 の 間 に 於 て 最も 多い 事 を 知る . 


| 
20 以 下 1( ) 4.54 
21—30 | 3 | 13.64 
31—40 | SER) | 13.64 
41-50 | 7 | 31.82 
51—60 | 6(1) | 27.27 
| 2 | 9.09 
| | 


症候 手術 時 の 腫瘍 の 大 さき は 種々 で あつ て 鳩 卵 大 か ら 小 兄 頭 大 に 及ぶ . 形 
WSS SEL, 粗大 結節 の 表面 し , 硬度 は 叉 様々 で , Be 
Kirn, 或 は 類 波動 示す 等 で , 一 個 の 腫瘍 が 和央 く の 如き 種々 の 硬度 や 
示し た も の が 多い . NEDOKD, 時 ミ し 
THE, HES し て 濱 場 (自演 或 は 切開 ) が 認め られ た も の が あつ た 境界 は 多 


x 


CRAIC, AMSOREERSULUEDSENTF, 移動 性 で あつ た が か が , NET 


KD, 時 ミ UTERO © (第 11 Hil), ROA 23 fil) を 訴 ふ 
ぁ も の が あつ た . CHO MDS THRE 6 FÜR 
く る ぁ に 至 つ た 間 の 年 敷 は 1 例 は 2 年 (第 12 例 ), 其他 は 7 乃至 30 年 の 長き に 
HOTEA. 上 記 第 12 例 は 鳩 卵 大 に 過ぎ な か つた か ら 腫 場 増大 の 非常 に 繧 


187 = 
4 
\ 
4 
5 


= 


188 


慢 な る 事 は 認め られ る . 証し て 多く は 敷 年 間 唯 僅 に 大 きく な りつ ょ あつ た も 
の が 最近 委 に 著しく 大 きく な つた か ら 手術 を 受 くる に 至 つ た ミ 言 ふ の が 犬 
部 分 で ある . 其 の 中 再 義 の 明か な る も の は 第 8 例 第 24 例 及 び 第 23 例 の 3 AN 
DAT, LS LISS. 

Be 組織 的 所 見 

組織 的 所 見 に 従 つ て 是 を 三 群 に 大 別 し て 記述 する ぁ . 第 一 は 所 調 混 合 腫 瘍 型 
で あぁ つて , 其 の 寅 質 組織 の 少く ミ も 一 部 分 が 所 調 内 皮 腫 様 像 を 呈 する も の ), 
第 二 は KROMPECHER 氏 の 定型 的 基 細胞 Basalzellenkrebs に 近似 する 
像 を 示す も の , 第 三 は 其 の 他 の 了 睡 間 全部 を 含む . 

第 1 表 腺 腫 括 表 


り | 
| 
第 1 例 28 | | 
“Fit 2 
| | | 同上 
5 例 同上 | | | 
26 | 同上 | m 
| | 
第 7 例 | 同上 | 
8 例 同上 | | | 
ROW 子 33 | 同上 | % | 7 年 
109 2 78 | 同上 > 硬 固 , 
BET, ARM 


= 

( 

— 

q 

= 
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%] 


3, 
| 
| | ELAR, 
| 
第 12 例 +43 5x Sem 2 年 
zum 62 | me | | | 
第 15 例 are | | | m 上 
第 16 例 Fae | | | £ 
第 17 例 そそ 22 | 同上 | | | Im: 
第 18 例 | | Im + 
2. 基底 細胞 癌 類似 型 に 属す る も の 
WERE 
) 
(#5) 


| 
| 


3. 


第 20 例 51 | 不明 
38 | 同上 | | | 
第 22 例 | | mn 
| mE 但し 本 例 以 下 
| 藤生 後 7 年 に て 別 第 26 例 に 至る 4 例 は 
| BEGIBR, 33 年 に し に I= TKM 
SERRA, Carcinoma 
18 個 の 腫 一 部 lsolidum に 近づか ん 
| 閣 着 ょ する 移行 像 示す 
部 分 あり 
第 24 例 60 同 26 
第 26 例 る 同上 | 同 上 
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y F- 他 


PERK, 
B) 


組織 的 診断 


Cy 


ferum + x 


| 
oe | | | | (Carcinoma solidum 
27 例 る | 同上 | | | gram る 硬 性 
| | | | | vi 
第 29 例 | Plattenepithelkrebs? 
| 
| EIER, 
第 30 例 47 | 同上 | 13 Polymorphzelliges 
| 移 
動 性 | 
#319) | | Carcinoma solidum 
| | | Chond 
RR | 不明 、 左 部 sarcom。 
第 33 例 36ER | 
第 34 例 49 同上 ME BA | 9 年 
| 
BE | 同上 | | | | HFRR 
| 


第 一 項 所 混 合 (定型 的 ) 

此 の に 属す る ぁ も の は 18 HC, Chondromyxo- 
endotheliom 様 の 組織 像 を 示す も の を 包括 する . 
(一 ) 細胞 は 胞 巣 部 AIS 
AES BO, は な し て 其 の 他 の 組織 ミ 混 在 す る る もの, 或 は 庶 な 


ぁ 集 園 な す もの 等 が ある. I 


190 

| | 

| 

| | 

i 3 | | 

f 

AY 

: 

= 

= 

3 

2 

: 


191 


眞 珠 に 似 た る 角 化 重層 艇 Schichtungskugel を 形成 する 事 が あり , KIEAA 
75 Zyste O, AED 2. 細胞 の 形 
HS ACH TBD ANT. EN DATE TK AIS 
pis LT, クロ 
マ ャ チン に 富む 核 を 有する 一 列 の 内 皮 純 胞 様 細胞 を 認 む る 事 が ある, 或 は 叉 是 
を く 事 も ある . EHRT, 原形 質 に し 
く 。 クロ マチ ン に 富む 核 を 有する も の な る ここ も ある が か が, MM 2 Hille 
き 直 ち に 多角 形 形 の 細胞 層 よ りな る る こ ミ >, 
DG UTES LIS DHA. Mis MIMD TIE 
HAD UTHA I, TS LODE M 
こ ミ も ある . AM Lymph- 
spalte 又は Lymphkanälchen 壁 か ら 生 じ た る ぁ る 内皮 腫 を 主張 する ぁ に 論 着 ミ な 
US 其 の 他 間 内 に は , SH 
質 性 硝子 様 物質 を 認め し むる ゃ ここ が ある . 管 腔 壁 が 叉 濃縮 せる 原形 質 か 或 は 
SIS 被 は る ン ・ 
ギー ツン 氏 法 に て は 黄 染 する が 故に 脇 質 繊 維 を 産出 せ る 定型 的 結 締 織 で は 
な い 事 を 知る . TIR 
せら ちる ここ も ある が は 叉 中 心 に 角 化 重層 を 有する も の が ある ミ を 
此 場 合 に は 細胞 は 著しく クロ イド の 夫 れ に 似 て 居る . 
印 ち 角 化 部 の 外周 に は , 著しく 扇 生 に し て クロ マチ ン に 富む 細胞 層 を 有する 
こ ミ が ある . KIELER UTA RE 
ら 5 られ, BIC ILO E HT NS BOB ET ALS 
も ある が , LS 
SIS > 思 は る > 物質 を 有 す 
ALIDHR. Lyste BMF MAD 
SMO, その 内 層 に は 著しく 扇 下 に し て 、 ク ロマ ャ チン に 富む 核 ミ ケラ ト ヒ ャ 
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Ab). 或 は 其 の 内 向 ふ 細胞 層 が LT 2 
し き ミ な る 核 小 を 有する も の より 成る こ ミ が ある . Zyste KEIL 
THATS S ETE OK 直接 移行 績 し て 其 
の 間 に は 明か な る 境界 を 認 め きも の が あぁ. Zyste IS 
Zystenwand DHS. 或 は 叉 角 化 重 
層 代り に 均質 性 硝子 様 は 無 構造 題 粒 の WARTS LOT 
何れ に せよ ょ 肉 腔 に する こ ミ は 稀 で ある . 其 の 外 少 に て は 腺 様 
造 を 示す も の が ある . 第 1 例 及 び 第 5 例 等 に 於 て は 重層 園 境 短 細胞 が 併 列 し 
TEREA, 腺 管 様 像 を 形成 する を 見 る . 

DNS BHT 2 BTS 
す に 上 皮 細 胞 索 , 上 皮 細 胞 胞 梨 又 は 上 皮 性 組織 な る 語 $ 以 て する . 

(=) 粘液 組織 TM 此 の 部 分 に は 少 の 
S. 

(=) 硝子 様 物 質 内 皮 腫 場 像 を 時 する 上 皮 性 組織 間 に 或 は 其 の 近 園 領域 に 
均 買 硝子 様 物 質 を 認 む ぁ こ ミ は 甚だ 多い . 其 の 形態 及び 量 的 開 係 は 赤 様 々 で 
HOD, Zylindrom 様 の 像 を 形成 する ぁゃ も の 
が 多く 認め られ る (第 6 例 其 他 ). 

軟骨 組織 第 14 例 は 大 部 分 が 軟骨 組織 で あつ 
THRO HO, 所 に 僅 介在 する に 過ぎ な い . 比較 的 或 は 
極め て 多量 の 均質 性 な る 基質 の 中 に 明 な る 細胞 を 有 し . Ie 
Sb, 其 の 大 さ 及 
基質 内 に は ッ ン ・ ギ ー 7 CHAD 


‘ 
4 
: 
j 

{ 
1 ; 
; 
q 

; 
1 


OR 2 2TH AD (FSA, 第 1 例 ). 

(A) は 第 11 者 各々 の 像 
ゃ 異 に する . 第 11 例 に け も の は 周 園 組織 ミ は Hid THAME SERV 
て 界 せ られ て . 基質 は 均質 性 に 赤 ( ) , 大 小 種 々 の 間 腔 を 有 
する が 本 の 骨 小 殆 ん 認め られ . 間 に は 主 ミ し て 赤血球 を , M 
し て 少 敷 の 園 形 細胞 及び 無 構 造 題 粒 基 物 を 認 む ぁゃ に 過ぎ な い . 間 腔 壁 に は 内 
皮 細 史 層 或 は 内 骨膜 様 の 構造 は 少し も 認め られ な い . ABO ER 
MRD 骨組 織 の 一 周 線 に は 細か な 形成 
造 骨 細胞 に 附 て 居る . 13 例 に て は 周 
組織 ミ は 全く に 界 せ られ て , A (IKE 
STAR PERT AM SD LOD’ 
の 明か な る 骨 認め し め る . ET S 
質 ミ 赤血球 等 を 認め し め る . 其 の 周 維 軟 骨 様 組織 ミ の 移行 部 に は 濃 青 色 繊 細 
FO Mid THB OE を 認め し め る . 何れ に も 骨 板 層 像 は 認め られ な 
“Be 

HORM MIRO LI, Tem 
締 織 細 胞 か 等 に 開 し て 著 US 60S. HOBBS & 
つて 造 結 締 織 細 胞 ミ は 思 は る ゝ が , 大 な る BMI UT per Fr ZU 
(, SLO, 或 は 多角 形 に し て 同 の 核 有 す 
る 細 胞 が 比較 的 多 敷 認め ら ゃ る ゝ こ ミ が ある (第 11 例 ). 

上 皮 性 組織 ミ 其 他 組 織 ミ の 相互 同 係 腫瘍 は 多く 結 締 織 性 被膜 に 包ま れ て 
EOD, 腫瘍 組織 内 に は 正常 嘩 液 腺 の 場合 の 如く , 結 締 織 性 隔 障 が 認め ら る ぁ る 
る ぁ こ ミ は 往々 ある . UCMBMMA WD AS UT ERR 
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する を 認 む ぁ こ ミ も あぁ 、 第 18 例 の 如き は 
BUNK L, 各 葉 は 夫々 殆 ん 全 上 性 組織 が 内 皮 様 像 を . ER 
性 組織 が 上 記 の 如き 内 皮 腫 様 像 を 時 する 場合 に は 多く は 其 の 周 園 に 粘液 組 
を ふ を 例 ミ する . OMB ARE 
EMEA THAD, 上 細 胞 が 粗大 構 早 す る 場合 に は 粘液 組織 の 
FH 網 構 央 細 小 な る 場合 に は 其 の 
eU THT LIDHDS (第 9 例 , 第 10 
Pl). LU TELA OH AN TE 
又は 球 短 を な し て 所 調 Zylindrom 様 の 像 を 形成 する こ ミ が ある (第 6 例 , 
第 17 PE). 或 は 上 性 組織 ミ 子 様 物質 O BO 
事 が ある (第 12 例 ). 軟骨 組織 は 多く FAA S RBs DRI SED» 
mx, HOA BAER 2 移行 像 を 示す こ ミ が ある 人 (第 5 例 , 第 14 
例 ). 第 13 例 に 於 て は 軟骨 様 組織 が 網 構 央 像 を 形成 し , HOPI FETE IK 
粘液 組織 以 て する が 如き 像 を 示す . Wi SARIS RHE 
を 示す も の ミ 思 は れる . 従 つ て 軟骨 組織 は 殆 ん きき 例外 な く 粘 液 組織 ミ 共 に 内 
欄 上 性 組織 に 附 す ぁ の BDH D. 第 14 
» の 上皮 性 組織 は 上 記 の 内 皮 腫 様 組 織 に 属す 
る も の な る こ ミ か を か 示し て 居る . 匠 か る 軟骨 或 は 粘液 組織 の 周 園 に は 勿論 繊維 
性 結 締 織 の 出現 す ぁ こ ミ は ある ぁゃ る が 多く は 非常 に わあ ぁ か, 
脆 を ふ こ ミ が 多い か , 或 は 細胞 が 非常 に 少く し て 像 は 認め ら る 
も , 硝子 様 物質 に 非常 に 似 て 居る も の な る こ ミ 多く , 正常 織 維 性 結 締 織 な る 
THU. 上 皮 性 組織 の 形成 する 管 に は 硝子 様 均質 性 に 赤 す 
る 物質 を 認 ぜ むる が , 走 は 分 泌 物 ミ し て 認め られ , 或 は 毅 性 産物 ミ し て 認め ら 
る る も の > 如く 一 定 せ ざる も 上 記 組 織 に 特有 の も の で ある . BAK ERE 
組織 が 内 皮 腫 様 像 を 時 する 部 分 の 近 園 組織 は 主 る し て 粘液 組織 , 軟骨 組織 , 

D DNS AD SIRE RR LU A MARA DK 
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(3 の 近 領域 の 組 績 は 概 し て 
こ ミ が 多い . SAE 2 
ここ が あ り , < し て BAS 
も , MESS CHOP BEL LOA. 細胞 索 が 上 皮 性 な る ぁ の 形態 一 層 
明か に し て , 殊 に 胞 梨 駄 を 時 する ミ き は 其 周 園 の 繊維 性 結 締 織 の 像 も 赤 一 層 
第 16 例 に て は 小 な ぁ 
る 繊維 性 結 締 織 性 間 質 内 に 愉 胞 個々 は 細胞 
の 形態 裂 隙 様 間 腔 及び 硝子 様 物質 の 胞 巣 内 存在 に ょ つて 万 調 内 皮 腫 様 像 や 
ALTER. 然 も 等 胞 個々 の 外周 は 愉 固有 膜 有する が 如く 完全 に 
雑 性 結 締 織 に 包ま れ て 居る ぁ . 此 の 周 有 膜 様 組織 に は 細胞 は 基 だ 少く , ソン ・ ギ 
ー ツ メン 氏 法 に 依 つ て 鮮明 に 赤 染 する. 第 15 例 は 第 16 例 に 極め て 似 て 居 る. 
MUTHALTE, 著 明 な る ぁ る 小 胞 な す 部 分 の 外 に き 園 が 相 
連 ゅ て 枝 な す ぁ 多き は ある が , 各々 の 細胞 相 隔 て られ , 
する こ ミ も あぁ る が , UT LR LEDLA 
2. 第 11 例 に 於 て は 内 皮 様 像 を せる な る 上 皮 性 組織 領地 の 部 
に 容 の 細胞 が あつ て , ALT ER ER UT 
DD, 此 の 部 分 の 周 補 組織 は 明か に 完成 せる 綴 維 性 結 締 織 よ り 成 る . 
第 16 例 に て は の 上皮 性 組織 及び 其他 の 組織 に す 
る 係 が 最も 明 ある . BT 
し , 是 中 に 包含 せら る A EDC 外 
周 ぁ な す 性 結 締 織 及 び 個 々 の 間 の に は SAMT 
か 或 は 僅 に 織 細 な る も の か を 見 る の み . 棄 述 せ る が 如く 第 15 例 は 其 の 構造 第 16 
例 に 非常 に 良く 類似 する が 弾 カ 織 維 の 出現 は 著しく 趣 ゃ 異 に し て 全然 相反 
する が 如き 所 見 を 早 す る.、 印 上 性 組織 内 に 包 せら る MAA, 
索 内 に は 稀 に 在 ぁ か 或 は 殆 ん ご 鉄 如 し , 索 を 園 続 す ぁ る 繊維 性 結 締 織 内 に は 趣 
OTH 多量 に 出現 し て 居る . 


基 周 園 織 HOR 
か な 認 む ふる 部 
CH) 
第 1 AW) 2. 維 性 結 締 織 ( ) 
第 2 例 | 同 上 m 
第 4 MM 同 上 Ht 
例 | 同上 1. | 
第 6 M Ht 
第 7 例 | 同上 + HH 
第 8 例 同上 + 1. CH) m 
第 9 例 | 同上 + 2, Ht 
3. 粘液 組織 ++) 
第 10 例 | m 上 m 
sem | m 
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& (第 一群) 組 織 像 


所 見 


基 の 周 園 組織 


軟骨 組織 ( ) 

粘液 組織 ( 

(+) 


= | 


(HH) 
(H+) 


HERLEIR CH) 
CH) 

_ (+) 


Ki 

zu 性 結 締 織 ) 

#K 


++ 


(HH) 


軟骨 組織 ( 十 ) 


+ 


| 


Co to = 


正常 繊維 性 結 締 織 ( 士 ) 
・ 


均質 性 硝子 物質 ( ) 


+ 


性 H+) 
粘液 組織 

(HH) 


I+ 


粘液 組織 

軟骨 組織 ( 十 
+) 


I+ 


HH) 
繊維 性 結 締 織 ( 士 ) 
均質 性 奏子 様 物質 ( 士 ) 


I+ 


Whore 


CH) 
均質 性 物質 ( 十 


to tS = 


均質 性 奏子 様 物 質 ( 
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| | 組織 部 | FERAL 
| | せ | | + + | + 
| 
| # | | t+ 4 
| | | | | . 
| | # | 
| | + | # | H 
| 
Oe 
| | | 
_ = t+ uo | + 7 
| | | 
| | | | 
_ = + + | + 3 
| = 
| 
| | | | | Ht | ++ 
is 
| Ht + | Ht m 
3 
X 


1. 
第 14 例 | 同上 + 
本 例 は 著 明 な 
2 
か 示す 
第 17 | 同上 + 3 Ht 
4. (+) 
第 18 例 | 同 上 | | iH 


が 制 然 し な い . GEAR ALS RER 
場合 に は , AS S U (FH 5 Bil), 
SEAR BIBS HL A 粘液 組織 の 部 分 に は 甚だ 少 い 

SE (1A), 繊細 な る ぁ も の が 比較 的 多 敷 出現 す ぁ こ ミ が ある (第 3 例 , 第 
10 fil). 軟骨 組織 は 一 般 に , Hs MEHR 

DEIRTE LD, 上 性 組織 内 に は れ 
BUCS, UTE, 何れ に し て も 細胞 
間 物 質 ミ し て は 認 む ちこ ミ が 出来 な い ミ 言 ふ こ ミ に 角 す る . 唯 内 皮 腫 様 像 を 
は し め る る 事 は ある が , KE TIEMD 
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・ 

ALAR (4+) 

液 + 

(44) itt + + + + 
T (Ht) | 
CHR) 
細胞 に 乏 し き 結 締 織 ( 十 ) 
+) 
(HE) = CH) + + ++ 
(+) 


組織 ( 十 ) | 


. 


Co tS 


1 

3. | 

軟骨 組織 (++! 


2. 繊維 性 結 締 織 ( 寸 ) 


KROMPECHER 氏 は 一 般 的 に 癌 を 組織 形態 阜 上 か ら 二 大 評 に 分 つ を 得策 な 
hu = LT Stachelzellenkrebse (Cancroide), Drüsen- und Cylinderzellenkr- 
ebse を Differenzierte Krebse ミ し て 第 一 群 に 属 せ し め , ZIHLTE 
二 群 の Undifferenzierte Krebse に 就 い て 次 の 如く 記 載 し て 居る . BB 
腫 性 に 増生 せる 基 旗 上 皮 が 其 の 其 族 細胞 ミ し て の 特徴 Basalzellencharakter 
を 其 の 億 に 維持 し て 居 つ て , た め に 癌 細胞 及び 索 が , ur Fruit 
其 の 細胞 の 特徴 に つ て 走 を 基 Basalzellenkrebse ミ 
し て 表 は すさ ミ 言 つた . HSM PGE し て 等 の Undifferenzierte 
Krebsparenchym EPR KIS Nd Re ERS HO 
2 hyalines oder schleimiges Bindegewebe な る か 
に 従 つ て 夫々 基 細胞 の 性 型 , 腺 型 , 管 , 硝子 様 型 , 粘液 性 弄 
HLM HOD MEGA, 赴 等 は 叉 相 合 併 し て 多種 多様 の 型 あ 示す ミ 言 つた 
(Ziegler’s Beitr. Bd. 44, 1908), 是 ミ 粘液 及び 嘩 液 腺 の 混合 腫瘍 の Paren- 
chymgebilde を 比較 し て 後者 も 赤 基 旗 細 胞 の 特徴 あや 有する wenig differen- 
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zierten Zellen か ら 成 る が 故に 是 は Basalzellengeschwülste 特に Basalzell- 
enkrebse ミ し て 現 は すべ きだ ミ 言 つた が 其 後 同氏 は BS O 中 の 比較 的 和良 
性 の Basalzeilentumoren LT Basaliom *%4 Bd 
Basaliom ミ し て 混合 腫瘍 の 大 群 を 現 は し , AKOKEMEMOBONLLT, 基 
族 細 胞 索 及び 胞 梨 が 繊維 性 間 質 中 に 介在 す ぁ る も の の みな Basalzellenkrebse 
こし て 現 は し て 居る . (Ziegler’s Beitr. Bd. 70, 1922). 

以上 の 如く 性 型 に る 狭義 の 定型 的 基 細胞 の 組織 像 に 類似 す 
ぁ も の は 近 き も の ミ し て 分 る 余 の 例 は 7 ATH SZ. (ALO 
の 間 に 多 少 の 相 四 は あぁ が 第 20 PTGS 23 例 の 像 は 略 ゃ 良く 類似 し て , 定 
型 的 基 旗 細胞 韻 に 近く , 其他 に 移行 型 ミ 思 は る ぁ る ぇ ふも の が ある . 然 も 全 7 例 に 
於 て 内 皮 腫 様 像 を 示さ な い ミ 言 ふ 昧 は 全然 一 致し て 居る . 

(LAPD SMES 上 皮 細 胞 群 
ふ に 従 つて 減少 ぁ も の を 見 る . 中 心 に 
大 小 の 間 腕 を 示す こ ミ が 多い . FO Ze 
MS LO も 其 の 完備 し て 一 
周 す る ぁ る も の は 殆 ん ご 見 な い ( 第 20 PIE). LPR ST る 原形 質 線 に よ ょ つ 
て 形成 せら ゃ ゝ ミ が ある . 腫 場 細胞 形 就 い て は , HS UTS IAL 
は 紡 形 の も の ・ 出現 る こ ミ も あぁ る が 23 WMS), 
LT, SHB 細胞 の 大 さ に も 多 
VODEISH DD, 概して 比較 的 大 きく , 時 ミ し て 異常 に 大 な る も の を 認 む 
る ぁ こ ミ が ある (第 22 Bil). 核 は 一 般 に クロ マチ ン に BA, NEO TEN 

ぁ こ ミ が 多 い . 原形 質 は 概して 比較 的 しい. 間 腕 に は 無 構造 粒 物質 
WERE S OD (= 無 係 の 如く 思 は ぁ ここ も あ 
る が か が, 間 腔 ミ 内 容 物 ミ を 生 
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CrRADMSRAETALSD 多い (Erweichungszyste). 叉 中 心 に は 重層 
角 化 様 物質 を 包含 する こ ミ も ある . 舎 ほ 此 の 腫瘍 に 於 て 著 明 な る 所 見 は 多く 
は 間 質 組織 ミ 周 園 間 質 結 締 織 SO 間 に 標 本 作製 操作 に よめ 形成 せら れ た る 
物質 を 認め な い 事 ミ で , ULOMLE S 
の 極め て 蘭 な る 事 を 知る つて 記 せる 組織 が 形態 的 に 上 皮 性 

間 質 組織 大 部 分 は 細胞 に 富む , LSB 2 
締 織 か ら 形 成せ られ , BES U RD こ ミ は ある が , 
併 し ら 粘液 組織 欄 部 又は 粘液 細胞 認め られ な い . ML 

第 24 例 及 び 第 25 BS 
を 認め し め る . 細胞 は 概して 大 きく , KSRSHRUMILSMHBTC, 少 敷 は 
CH A. 原形 に 富み , 核 の クロ マチ ン 量 も 種々 を で ある が 
細胞 は 其 の 生 長 き 原 形質 突 
に ょ つて , 綱 を 形成 する 間 結 締 織 に 密着 て , 
加 き 像 示し て 居り , 細胞 相互 間 に は 間隙 が あり, 且つ 網 眼 の 中 心 に は 細胞 
CEM UTES. SO BRIS UTS 
INT SRE LK GE, WARES CHA ITE 
は る SPR. 第 25 に て は 殆 ん 前 例 に 類似 する 像 の 部 分 も 認め ら が, 
又 上 皮 細 胞 案 が 網 構 駄 に 連 る 部 分 が あぁ . 腫瘍 細胞 集積 の 密度 は 前 者 より も 
BRT 細胞 形 類 似 型 の 外 に 多角 形 , LOM 
RUD. 核 は クロ マチ ン に 愛し く , 核 小 前 は 多く 明か な る 等 前 者 さ の 相違 が 
HD. 視 質 細胞 が 求 心 性 に 重層 する 中 心 に は 間 腕 を 形成 し , EBENE 
腔 内 に 無 構 造 題 粒 質 及 び 崩 破片 ミ 思 は る 
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も の を, AO SHAK 2 A 20 
TIE 23 例 に 類似 する 所 で あり , AE 4 例 ミ 第 24 例 ミ の 間 の 中 間 型 像 を 示 
A. 

及び 壌 核 破片 ミ 思 は る も の を MTD LODHOT, 20 例 等 ミ 類 
似 型 な ぁ ちこ ミ を 示し , 且つ 一 方 に は 細胞 集積 中 心 に は 極め て 鮮 か な る 角 化 重 
珠 ミ の 殆 ん 不 可能 な る 像 を 示す も の が ある . 故に 本 
ASP 1 項 に 記 せ ぁ も の 明か に 上 性 像 示せ 
る 部 分 ミ 第 20 例 以 下 上 記 の も の ミ の 中 間 型 像 示す が 如く 思 は る ふも の が 
ある 。 

は 間 質 内 に 僅か に 認め ら る ゝ が, 質 内 に は 殆 ん を 如 す 
2. 唯 被膜 及び 第 26 例 の 血管 周 園 ミ 腺 様 構造 示す 部 分 ミ に は 策 増生 し 

IS HED EN 72 BED 

以上 本 項 に 属す る 7 
繊維 性 結 締 織 の みよ ょ より 成り , FARE MOL AMA eS も の は 認め ら 
Re L», HO 
第 1 如く 思 は れる . 第 1 SR 
な つて 注目 に 値する ぁ る は 本 項 の 殆 ん ご 全 例 に 於 て 核 分 割 像 を 多 敷 認 む る こ ミ 
で おる, 

BER 所 混 合 腫瘍 は 基 細胞 ミ 異 れ 
る 組織 像 を 示す 場合 
UT, 更に 腫瘍 形成 (8 例 ) 炎症 性 
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SHE (4 Bil) ミ に 別 ち 得 べ し . 

既に 輝 べ た る が 多く 余 の 研究 の 主 な る 目的 は 嘩 液 腺 に BBLS る 所 調 混 合 

腫瘍 中 に 認め ら る ・ ゝ 細胞 索 が 内 皮 性 な る ぁ か 或 は 上 皮 性 な ぁ か を 和 制定 する に 
Ik て 混合 腫瘍 又は 其 に 類似 の 基 Basaliom (KROMPECHER) SR» 6 
ぁ る 可 き 者 は 第 1. 2 項 に 輝 べ た 如く で ある . 其他 の 12 例 は 第 1 表 に 示す が 如く 
1 部 は 腫瘍 な る も 混合 腫瘍 ミ 認 め 難 き 者 及び RMA IS AMEE 
属す る 者 に て , 此 項 中 に 包括 し お お きたり. 
な ら ず し て , T 

第 19 例 Cystadenoma papilliferum. 

耳 下 腺 部 に 可 生 し た る ぁ る 腫瘍 に し て , この 腫瘍 組織 は 結 締 質 性 組織 より な る 
部 分 ミ 上 皮 性 組織 より な る 部 分 ミ に 2 大 別 し 得 べし . 前 者 は 後者 より も 其 の 
明 に し て 且つ その ん ご 生 は 細胞 成分 少く , HERO Hi > 
HAD. MMM AIS ES UTHKA 
し て 不正 形 , AMMORED DSF, 且つ の 種々 な る 
ST 多 敷 の 核 が 
EHDMDBER & O し て 筋 再 生 に 際 し 認め ら ゃ る ・! 所 調 Muskelknospen 様 の 
像 ミー 致 せ も の 少 か ら . 或 は 叉 其 の 横断 面 に て 細 Myofibrillen 
LUA. HORE Ft も 横 筋 維 の 横 
% PISS, 等 の 部 分 を 直ちに 多 形 細胞 肉腫 ミ 認 め 
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O PBRKOST ARTHAS. 或 は 是 等 の 所 より し 
て て 筋 織 維 増生 の 悪性 化し て Myoblastisches polymorphzelliges Sarkom な 
DN 6 O ROS の EHE 
より 察する も 此 の 場合 に て は , BAH AL 
ゃ 示し て 混在 せり O THAAD. MELSOM PHM 
に 於 て は 一 部 軟骨 様 , 一 部 明か に 石灰 沈着 を 示せ る 骨組 織 形 成 像 を 認め し 
U. 叉 一 小 部 分 に 於 て は 赴 等 の 結 締 組 織 が 甚だ 薩 疎 ミ な め 粘 液 組織 様 の 像 を 
RI. 諸 色素 粒 細 胞 の 形 する 著 明 な る へ モジ デリ ン 沈 著 を 
LUD. 

上 皮 性 の 部 分 は 腫瘍 塊 の 織 維 性 被膜 の 部 分 よめ 中 心 部 に 寄 0 た る 部 分 に 
主 ミ し て 認め られ る 
FRA OME > 不正 園 形 な ぁ 腺 腕 を 形成 し , その 壁 に 併 列 せ る 細胞 は 多く は 一 
KOKO, その 大 さ は 多少 不同 な る も 略 
同様 で ある . 核 は 一 般 に クロ ャ チン に 逐 し く 核 小骨 の 明か な る も の が 多い . 
少量 を 認め し むろ . hi UTLEO LR 
MS SE LTE PUT BY LOAD. BN dit 
DBAS AAD = Cystadenoma papilliferum 
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BD OD OD AAR FS NS FLO SIE へ る 
種々 を な る 炎 性 肉芽 形成 , ERS ESLTIDEN 
L. 唯 結 締 宮部 の 一 部 に 小 部 分 な れ ざ も 粘液 組織 様 部 の 閥 現 が ある から, L 
一 部 に 軟骨 様 組織 , 骨組 織 , 筋 組織 等 の 温 在 を 参 慮 に 入れ て , MUZE ER 
結 締 質 性 混合 腫瘍 ミ 認 め 得 られ ざぁ に は 非 ぐ る も 余 は 選 等 の 諸 組 織 の BH 
し て の 組 織 ミ LRH D HIT PURE 
此 の 場合 に 腫瘍 形成 ミ 炎 性 肉芽 組織 形成 ミ 
の 何れ が 先行 性 な ぁ か は 此 の 組織 像 の みよ め し て は 断定 し 難い . 

第 27 例 Carcinoma solidum AER). 

一 般 に 均質 , 
に は 軽度 の 粒 叉 に は 大 な ぁ る す . 
性 結 締 織 より な り 細 胞 に 逐 し い . AHORBETRITS EFT HAI 
PAS 2B LD Balls MSL, 弾力 は 少 い . 但し 
腫瘍 組織 の 一 小 部 に は 或 は 基底 細胞 癌 を 巡 は し むべ き 像 あぁ も , Mk 
FEMME 2 BSEGSNSSRTHSA. 千 ほ 組織 の 一 部 に は 嘩 液 腺 組 織 の 存在 
を 明か に 認め 得 ら る. 

第 28 例 Cystadenoma papilliferum. 

3 Hid TAG SHIELD O, その 多 種 多様 で ある . 
且つ 是 等 の 上 細 胞 は 結 締 織 を ひ て FE OAK OD A 
突出 を 示す . 等 の 上 皮 細 胞 多く は 一 層 で ある が に 層 の 所 が , 結 
CMA OMICS 細胞 は 概 し て 小 叉 は 中 等 大 , Al 
LISS も 赤 し て 小さ く ク ロマ チン 
EI FH CH AD, EHE 
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の 明か に 認め ら る も の が ある . 核 分 害 像 は 甚だ 稀 で ある . 
所 に 多量 の 赤血球 が ある 竹 術 時 の 出血 な る 可 し ). ERROR 
ELROREA OT, 中 に は 大 な る 不正 形 , 
示す 淡 明 な る 原形 質 を 有する 細胞 が 認め られ る . EEE DA RAIL IE 

FM Plattenepithelkrebs ? 

細胞 に 富む . 太 き は 細 き 格 
子 が 多量 に 認め ら る が, DRO AS RHE OAL 
ほ 到 る 所 に 征 ゝ 著 明 な る 小園 形 細胞 浸潤 が 認め られ る . 此 の 腫瘍 は 胞 梨 内 の 
細胞 は 異常 に 大 且つ 種々 の 多 形 像 を 示し 核 分 誠 像 る 多く Anaplasie EA 
だ 像 で . MIAO ELA AND, 
SBD PS る 腫瘍 細胞 の ミ 言 ふ より も 
LODCH D6 WARE LTB. 

第 30 例 多 形 細胞 肉腫 Polymorphzelliges Sarkom 
REED FD て 多 細 胞 性 で 腫瘍 細胞 は 略 * — BEARS 
PRIS BL, 所 類 組織 様 像 を 示し , 織 な る 様 物 質 が 腫瘍 細胞 
間 に 一 定 の 規則 な く 入 め 鍋 れ 混 沙 し て 居る . 細胞 の 大 さき 及び 形 は 種々 様々 で 
ある が 概して 大 きく , AY, MAURIS LOSS, その 外 不 規 
則 多 角形 の も の が ある . 核 も 赤 比 較 的 大 きく 上 且つ 不同 で その クロ マチ マン 含 
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IGA 分 割 像 は 多 敷 に 認め られ 

第 31 例 Carcinoma solidum. 

AS DMN PADS vr. FE TERR 
BAER 腫 場 細胞 は 一 般 に 大 きい が , 種々 
の 差 が あめ , THB, MAY. 紡 は 多角 形 等 を 示す . KO 
Kd, 形 クロ マチ 含量 に も 大 な ぁ 動 相 が あり, 
ら る ・ ゝ が 核 小 般 の 明か な る も の は 少な い . 核 分 害 像 は 多い . VENEN 
集 園 を 賠 続 す ぁ 明 か な る 織 維 は 認め ら る ょ が 一 般 に 腫瘍 細胞 間 に は 認め ら 
2. 
AT 腫瘍 細胞 は 

第 32 Chondromyxosarkom. 

AY BENS A ミ 夫 れ に より 大 小 
2. 下 に 検 す る に 赤 
像 を 示 し , L, BME 
TE LD. 肉眼 的 に 淡 明 な る 部 分 は 主 ミ UC 
短 紡 形 正 園 な ぁ 細 胞 ミ 繊細 な ぁ 細 胞 間 性 物質 * を 有する 
限界 を 示さ ず , BBR NS BAT DIR 
に 認め 得 ら ゃ ぁゃ べく, 
組織 部 の 細胞 の 配列 は な る る 性 結 締 織 に 近づく に 従 ひ , 
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7258 D T (5 S750, 其 の し き 部 分 に て は 著 
明 な る 粘液 細胞 様 の 像 を 示し , 所 調 粘 液 斑 ミ 認 め ら ゃ べき 像 題 閉 な り . HS 
は 二 個 相 接 し て 配列 し , AKRES 
UD. 特に 多 形 細胞 肉腫 の 部 
に 多 し . 

此 の 切片 標本 は 肉眼 的 に せる 不 規 則 な る る と 夫 れ に 依り 大 小 種々 の 小 分 野 
LD > TH CRA 5 2 > 
RL pS EO OM, 明 な る ア ラス 
マ 細 胞 の 混在 あり , 特に 血管 周 園 に 於 て 閉 明 な る 見る. MIRAGE 
組織 の あり, ER Z 
な な る 組織 増生 ょ 認 む べき か は 慢性 性 炎 と 認 む べき か は 決定 し 
HEL. 

第 34 例 耳 下 腺 災 

本 例 は 一 部 に 上 記 第 33 例 に 認め られ た る と ょ 同様 な る 結 締 織 索 に 区 割 せ られ か た る 著 
LS, 一 部 分 に は 正常 な る 耳 下 


: 
om 
a 
; 
: 
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胞 示せ る 組 織 の わり, 
第 35 例 AFR 
耳 下 腺 間 質 結 締 織部 の 明 な る , 腺 質 部 の 及 び 間 質 結 織 の 化 
著 明 な ら ざ る 部 分 に 於 て は 主 ょ し て 小潮 核 園 形 細胞 まり な る 著 明 な ぁ 園 形 細胞 肖 潤 の 


oD, 
第 36 例 ARE 
第 37 例 Fibrolipom. 
きも の な る べし . MER PARANA SOREL SD, その 近接 組織 部 より 義生 


せる も の な ぁ る か は 不明 な ら め . 


れ た 全 37 CHIL ile SRT HR 32 例 , ACE 
BRIS 1 も な い . FO Ts 22 例 に 就 て 見 る ミ 
の 明らか に 40 歳 一 60 歳 迄 の 間 が 最も 多 か つ た (ca 59.1%), 20 KU TEE 
1 例 (ca 4.5 %) RCH Dd 5 液 腺 に 特に 多い 混合 
腫瘍 で な く , HH Chondromyxoendotheliom の 像 は 余 の 場合 に は 20 HELI F 
に は 認め られ な か つた . 
Ik 37 例 の 場合 を 其 組織 像 か らし て 大 贈 分 類 し て 見 る ミ 炊 の 如く で ある . 
1, 定型 的 混合 腫 場 (所 調 Chondromyxoendotheliom) 18 例 


2. MR (Basalzellenkrebs, KROMPECHER) 7 例 


3. it ・ BA 
a. 腫瘍 8 例 ( 3 例 , 2 Hl, 肉腫 2 例 , Hi) 
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b. 4 

ZZ, 腫瘍 形成 は 33 PINS LT, 上 皮 性 腫瘍 は 30 例 , 結 締 質 腫 瘍 は 3 例 ミ 
な る . 耳 下 腺腫 場 は 28 例 , 頭 下 腺 腫瘍 5 例 さ な り , 嘩 液 腺腫 瘍 の BE 4 WHE 
は 下 腺 に 最も 大 , 下 腺 は に 腺 は 更に 甚だ 稀 ミ な , 
に て 且つ 更に 其 大 は 所 定型 的 混合 腫瘍 に て , 基 細胞 に 
癌 腫 , 腺腫 用 に 次 ぐ の 順 さ な る な り の. 

混合 腫瘍 18 例 に て は 細胞 の 形態 及び 配列 のみ より め 

ば 内 皮 星 ミ 認 むる も 不可 な き 組 織 像 多少 共 認 め た . 其他 上 皮 腫 様 索 或 は 胞 
を 示す も の , 結 締 質 部 類 の 細 
ミ し て は 性 結 締 織 の 粘液 組織 , 軟骨 組織 , 骨組 織 及 び 均 欄 物 
合 腫 瘍 命名 せら れ た 所 以 で ある が, 一 方 EHRICH 及び BOTTNER 氏 等 は 
織 ぁ 粘液 組織 も 共に 同一 本 態 な る 上皮 細胞 より 生じ た る も の ミ し て 混合 
BE 若 し 等 の 論者 の に 従 へ ば 液 腺 に 耳 下 腺 に 
認め ら ゃ ・ ゝ 所 調 温 合 腫瘍 な る も の は 全部 上 皮 性 組織 ょ め 形 成せ られ 少く 共 
上 結 締 性 組織 ミ の 混合 腫瘍 に 非 ざ ぐる 事 な が , 
的 で 後に ぶ ぁ が 如き 理由 より し て MABE OA % WAG DIE 
PE7S O SAS >. 第 3 例 及 び 第 12 PINE HSU 粘液 組 
織 及 び 軟 骨組 織 見 , 第 12 例 及 び 第 17 DHA » dill 
胞 索 の 態度 及び 第 8 例 に 於 ける 上 皮 細 胞 ミ 其 の 粘液 組織 内 に 稀 に 認め ら る 
むる 所 も ある が , 是 等 の 所 見 は 害 に 稀 に 異例 さして 認め ら る ょ の み で , KB 
BCHTEADLEN LEN, 第 5 例 及 び 第 1 例 に て ッ ン ・ ギ デー ツン 氏 
Yeh EIS KO TEEN し 得 た る 結 締 織 維 性 軟骨 の 存在 , 粘液 組織 内 に 蜜 に 存在 
する 格子 維 の 等 は 是 等 が 結 締 宮 な ぁ こ ミ を 示す も の で , ULOK 
の 誤 を 指示 する る の ミ 叶 は れる . 

皮 性 組織 に 就 い て は 其 の 細胞 が 形 又は 形 で , 細胞 集積 が 業 な 
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LAL ALO S AO Alt, BIS MUD 
汎 な る 細胞 集 園 を な THO 
の 列 を 見 る き は , MBS RAMMED 6 He LID Bld 
れる 事 が ある , 或 は 上 組織 の 近 園 に 下 胞 り 成 有する 多 の 
. 認め ぁ こ ミ が あぁ る から, 
か ら 義生 し た か の 如く 思 は る ミ も ある . RLF FUR 
た る 境界 を 示す こ ミ な くし て , 多角 形 或 は 能 子 形 細胞 集積 の 部 分 に 連 績 移行 
し て 居る こ ミ が ある . IRS, 
に ょ つて 園 せら る ゃ が ある . RHA DI ARIK LOTHU GED 
る 著 明 な る 胞 或 は 細胞 索 は 著 明 な る 化 重層 示し , 胞 の 外周 に は 
基 族 細胞 層 ゃ 認め し め , 時 ミ し て は ヶ ケラ ト ヒ ャ リン 王 粒 を 思 は し むる も の を 
認め し むる 細胞 を 有する が 故に 上 雄性 ミ 思 は る ・』 MKD, 赤 制 然 た る 境界 な 
( し て 上 記 内 皮 腫 様 細胞 集積 の 部 分 か 5 連 貫 移行 し て 居る こ ミ も 認め られ 
る (第 11 fil). 故に 是 等 の 或 は 肉 皮 性 で 思 は れ , 或 は 上 皮 性 ミ 考 へ ら 5 る > 外 
観 上 異 る 像 を 示す 雨 種 組織 は 其 の 本 態々 を 同じ うす る も の な らん ミ 推 宅 す る 
の は 誤 で は ある まい . HH し て 其 の 本 態 が 果して 上 皮 性 な ぁ か 上 或 は 内 皮 性 な る 
多き を 見 る . Nos EMAL, SB, 
HF TCAD 52, 明か な る 境界 あ 示 すこ ミ な くし て 両者 の 移行 する 
こ ミ は 前 に 述べ た . HOMCHTIE KROMPECHER 氏 が 本 態 的 に 同 起源 を 
有する 細胞 が 分 化 程 度 の 異 る に 依り 形態 が 異 り 來 る こ ミ を GRAD LIE 
注意 せる は 敬服 す 可 き 事 で ある ミ 思 ふ . 第 8 例 に 見 る が 如き クロ マチ ン に 富 
UBLAT UT, その 中 心 に 間 
て 居 IE eA L, BIS Z WISI 
PRLS 酷似 する . 第 26 CM RD LU 
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混合 腫瘍 の 上 皮 腫 様 部 分 ミ の 類似 を 示す . 故に 是 等 の 内 皮 腫 様 像 を 呈す る も 
に は 其 の 細胞 種 は 全然 同一 の も の で あつ て , MERA HEA BA MMs L 
て 居る も の ミ 推 定 出来 る . LTE 
腫 様 , 上 皮 腫 様 及 び 基 旗 細 胞 癌 様 に 見 の る 細 胞 索 は 夫々 種類 の 異 つ た 細胞 か 
D. 内 皮 褒 論者 の 論 揮 ミ す る 所 は 是 等 の 腫瘍 組織 が Lymphspalten (Saftsp- 
alten) は Lymphkanälchen 

角 化 重層 示し て 居 つ て も , 
論者 は 上 皮 細 胞 に 特有 の 形態 的 見 地 か ら , ER b Riff- und Stachelzellen %, 
ケラ ト ヒ ヤリ ン > ン 題 粒 を , 角 化 重 層 を 及び 分 泌 機能 有する 細胞 を 認め る ミ 
(LOWENBACH) EEL THEA. Dans MAO 
形態 の み 基 し て 論 を 見 る 時 は , Ze 
Ze O S TACT, 如何 に し て も 腫 瘍 に は 内 
性 ミ 上 性 ミ の 二 細胞 索 の 現 を 認め ざる を 得 な く な る . 
ヶ ラ ト ヒ ャ リン 粒 思 は る の は 例 に 
於 て 認め た が , 明か な る Riff- und Stachelzellen は 遂に 譜 明 し 得 な か つ 
た 。 ク ロマ チン に 富む 核 を 有する 園 埼 細胞 が 億 列 し て 導管 様 像 を 示す も の の 
周囲 に 腫瘍 細胞 の 増生 する 像 は 第 1 例 に 於 て 認め た が , 管 脳 は 異常 に 大 に し 

て 不 規則 形 を 示し , 管 玄 に は 多角 形 細胞 の 附 階 する を 認め た か ら , Me 
の 導管 断定 す ぁ こ ミ は 出来 な か つた . 第 13 例 に て は 粘液 細胞 内 に 宏 胞 を 
有する も の を 認め , ZSUOBMIATHRENI コ ョ イド 様 物質 を 認め た が か , 

是 等 を 以 て 直ちに 細胞 の 分 泌 機 能 を 譜 明 する も の ミ 断 定 し 得 な い . 第 1 例 に 
認め ら る 細胞 集積 内 の 毛細 管 様 構造 ( 紡 形 細 胞 成 る ) 及び 第 11 
BEF DRA LEW. 併 し な が ら 上 皮 様 索 細 胞 集 積 の 中 心 に 形成 せら 
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挿 む が ある . BC 75 6 (SHEN > 
胞 ミ し て 必ず 存在 する も の に 非 す し て , RREMT DEK AMAO—BD 6 HE 

の 細胞 康 ミ 其 に 接し て 般 現 する 結 締 質 組 織 ミ の 形態 を 比較 考察 する に 在 る . 
余 の 研究 は 赤 主 ミ HA. MKD ARIK 見 の る 場合 に 
ld, 殆 き 必ず 其 の 周 園 に 存する ぁ は 主 る し て 粘液 組織 , 均 買 性 硝子 様 物質 に し 
Cy 軟骨 組織 , ぁ る 維 性 結 締 織 及 び に 骨組 織 を 件 ひ , 腫瘍 
が 明か に 徳 に 其 庶 細胞 癌 類似 の 像 の み を 示す 場合 に は 間 質 ミ し て 殆 ご 完成 
性 結 締 織 の み を 、 混 合 腫 に し て 上 皮 索 は 胞 は 明 に 角 化 重 
し て 比較 的 な る 完成 繊維 性 結 締 織 を ふ ミ 言 
SHCA 細胞 の 周 に 現 する 結 締 組織 が 分 化 る 完成 せる 
繊維 性 結 締 織 を 示す 場合 に は 細胞 雪 も 赤 其 の 本 來 の 上 皮 性 の 形態 を 現 は し , 
織 様 , 粘液 組織 様 乃至 軟骨 様 硝 子 様 の 如き , 正常 な る 分 化 基 態 を 示さ ざる 時 
に は , 上 皮 性 細胞 控 も 赤 是 に 伴 つ て 幼 若 未 分 化 の 像 を 示 し 。 従 つて 内 皮 性 形 
態 を 示す に 止め , 制 然 た る 上 皮 性 形態 示さ な い 事 は 表 を 見 られ > (SMe 
HD. 比 組織 像 は 多少 の 例外 の 場合 は 在 あ ちな に し て も , 大 多 敷 に 於 て 間 違 ひ の 
な い 見 で ある 事 を 信ずる . DSH 
Kid, KOK, 内 皮 腫 ミ 上 腫 ミ の 
二 型 の 姜 現 あ 癌 定 す る 事 は 不可 能 で ある. 然し 余 の 探り た る 如き 製 察 法 を 以 
て すれ ば 内 皮 腫 様 像 を 示す 細胞 は , 其 組織 可 育 分 化 の 準 捗 する に 従 つて , 上 
性 形態 か し 来る 皮 性 細胞 で ある . 6 
は 上 皮 腫 ミ 一 様 に 認め ざる 可 ら ざる 組織 像 を 認 む ゃ も, ZILIA AE 
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に 基く も の で な くし て , FEO Ik OG 
ENDETHOT, tus, 明か に 上 性 形 
態 あ 示す に 至る 上 皮 性 細胞 で ある 事 は , 夫 れ に 近接 し て 閥 現す る 分 化 程 度 を 
FULT ER AR TEE tr CHS 
ミ 主 張 し た い . BD TE 
KS EOE 認め ざる を 得 な い 

余 は 此 の 断定 の 誤り な き を 確か むる た め に 更に 人 ( 約 5 ARO 
5a 18 em) OH FROMM 人 に て は 其 結 締 織 部 は 
極め て 粘液 組織 様 で あり , 上 は 其 の 上 性 形態 ゃ 明確 に 示 し て 居 
な い . 殊 に 豚 胎 兄 に あり て は 定 引 問 に 示す が 如く 結 締 織部 は 粘液 組織 様 で , 
其 の 上 皮 索 は 明らか に 内 皮 腫 様 像 を 示し て 居 る. 是 等 の 所 見 も 赤 余 の 所 論 を 
LDS TBA. RIS MBE 
生 の 上 より め 言 へ ば 上 皮 腫 に 属す 可 き も の な る 事 を 認 む ぁゃ の で ある ぁゃ る が か が, HOF 
張 の 根 は 其 の 部 の 組織 分 化 の 程度 を 基礎 ミ さして の で あつ て , 
其 の 形態 の み に 根 置く も の より も 一 層 確 を 増し た も の ミ 思 する . 

El STEINHAUS 氏 が 混合 腫瘍 の 再 醸 の 場合 に は , 其 の 腫瘍 の 特性 を 失 
ひ , ALAR, 粘液 及び 骨組 織 は 再 る 事 な く , (AO 
組織 ) OAD DS POTER and CHURCHILL 氏 が 同一 
者 に ける 11 の 再 例 に て 次 第 に 基 細胞 の 傾向 を て た ミ 言 つ 
た 事 ミ , Fick 氏 が 質 ミ 間 ミ が 和 制 然 分 る > PI LK 
細胞 の 性 質 あ 有する も の より 成る ミ 言 つた 事 ミ , GULEKE 氏 が 其 の 脱 生 的 
PE HE HST OD D* け れ ば 晩 い 程 細胞 及 OF 組織 の 分 化 が 
進ん で 居 つ て , 此 の 原 基 か ら 生 ずる 正常 形 像 に 似 て 来る ミ 言 つた 事 等 は , 各 
BS. 
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MBFREURROMEENZ-IE, 其 の 上 皮 性 様 な ぁ ミ 内 皮 性 様 な ぁ ミ に 拘ら 
ず , SH MBE L RD ED 等 の 組織 が 
結 締 性 組織 ミ 其 だ 親 な い 事 を 示し, 上 皮 性 論 控 の 一 端 を な す . 

BME RET HERXHEIMER 氏 (1907 4) 

事 多く , ERHOT 
腫瘍 分 類 の 一 助 ミ さ な す に 足る ミ BOK. 第 16 
AS BSAA LED, 併 し な が ら ミ 其 の 組織 像 の 非常 に 
類似 する 第 15 例 に て は , ZIM UT 細胞 を 園 続 する 結 締 繊維 性 様 
部 に 多量 に 認め られ , 然 も 後者 は 明か に 上 皮 性 像 を 示す も の で ある か ら 必 ず 
し も HERXHEIMER 氏 の 一 致し な い . 18 CEB OMA FER 
物質 を 認め , 上 皮 性 組織 は 内 皮 腫 様 像 タ を 示す に も 拘ら ず , TED BED MBI 
非常 に 少 い . Fick 氏 は Klumpen oder Schollen = UTH 4D 
し く 大 量 に 認 む る も , <M 
れ た も の で は な くし て , 肛 て 液化 し Elastin Re BT 
ぁ に 至 つ た も の で あら うぅ ミ 言 ふ が , 余 の 例 に 於 て は 粘液 組織 部 及び 朋 貴 結 締 
織部 に は 多量 の 織 細 繊維 を 認め 得 た . 舎 は 正常 耳 下 腺 の 隔壁 結 締 織 内 に は 短 
其 だ 逐 し き 事 を 認 む る も , 所 調 混 合 腫 場 の 場合 に , 結 締 質 性 部 分 に 多量 に 繊 
細 な る が 認め ら ゃ る が 故に , RHOBSHOMA Be < 
思 は れる . に 弾力 出現 の 及び 意義 は 其 然し な い が , ARTE 

様 細胞 が 内 皮 性 な りや , OD, SS SOP 
索 は 形態 的 に 内 皮 性 叉 は 上 皮 性 ミ 思 疹 せら る 可 き も の が 明らか に 相互 移行 
し て お る が た め に 明か に 同一 種 の 細胞 索 で ある 事 を 主張 し た い . Minh 
従来 の 内 皮 褒 論者 も 多く は 同一 細胞 種 な る 事 を 認め , 叉 上 皮 褒 論者 の 多く は 
上 性 な る 事 を 明らか に 認め 得 ら ゃ から 内 皮 様 の 部 も . 上 性 な り ミ 
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云 ふ の で あぁ る から, 恐らく 内 皮 性 及び 上 皮 性 細胞 索 の 雨 種 の 存在 は 殆 き 何人 
も BST ORBLE. 炊 に 最も 必要 な る は 同一 種 の 細胞 索 が 何故 に 形態 的 に 
は 或 場合 に は 内 皮 性 ミ 認 め ら れ 或 場合 に は 上 皮 性 ミ 認 め ら る ゃ ょ が 如き 形態 
OFZ RE O BS ZEN COTES. Zu 
に 此 開 係 の みよ ょ より すれ ば 明らか に 上 皮 性 な 
る 部 ミ 明 ら か に 人 肉 皮 性 な る 部 ミ が あつ て , 其 何れ に 重き を 置く か ミ 云 ふ 昧 の 
AED PARODIES AOTC, 何故 に 同一 種 の 細胞 が 時 に 内 皮 性 , 時 に 上 

皮 性 の 形態 示す に 至る か の 充分 な る 褒 明 ミ な め 得 な い . 余 は 此 同 一 種 な る 
も 上 細胞 が 時 に 内 皮 性 時 に 上 皮 の 形態 を 示す 
OMENS ATES, 上 記 の 研究 成績 か ら 高 唱 す ぁ る の で あつ て , 

其 部 の 組織 の 分 化成 就 度 が 不 充 分 な る 時 期 に は 上 雄性 細胞 が ARROW 
分 化成 度 が 進み ば 明らか に 上 性 様 の 形態 時 に ミ 

ふ 事 を , 此 細 胞 索 周 園 の 繊維 性 結 締 織 の 分 化成 就 度 の 程度 ミ 比 較 す れ ば 充分 
明らか に な り , 脱 見 腺 像 の 比較 る の 所 に 根 ふ る 

者 で ある さ 云 ふ の で ある . 印 も 忠 液 腺 混 合 腫 韻 中 に 認め 5 る > 細胞 束 は 上 皮 
で あぁ る, 基 の 時 に 肉 皮 了 睡 様 , 時 に 上 皮 腫 様 の 異 り た る 形態 を 示す は 堅 に 其 部 
の 組織 の 分 化成 吾 度 の 相違 に 基く 者 で ある 事 を 主張 す る. 


第 四 結論 


1. 的 に 腺 の 腫瘍 人 其 の BED 6 た る 37 Pile L 
て 33 例 が 腫瘍 組織 形成 , 4 PID 
PRR 32 例 (腫瘍 28 例 , ZTE 4 例 ) TAP RR 例 TE 
無 な め , 年 齢 的 係 は 40 60 まで の 間 が 頻度 最も 大 な る が 如 し . 

2. 33 30 例 , 結 締 腫瘍 は 3 例 に て , BIS 
FNEKOML. 耳 下 腺 は 定型 的 混合 腫 
瘍 16 例 , 胞 6 例 , 1 2 
1 Pl. 多 形 細胞 肉腫 1 例 , 経 維 脂肪 腫 1 例 に し て , 串 下 腺 は 定型 的 混合 腫瘍 2 
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fil 1 Bil, 1 Ol, 軟骨 粘液 肉腫 1 例 な り ミ す . ED 
腺腫 瘍 は 上 皮 性 の も の 最も 多く 結 締 質 性 の も の 其 だ 少く , 且つ 上 皮 性 腫瘍 中 
最も 多き は 定型 的 混合 峰 瘍 に し て 所 調 Chondromyxoendotheliom の 像 を 
示す る も の に て , Basalzellenkrebs (KROMPECHER) ZURE, その 他 の 腫瘍 の 
BUS O. 

3. RD 6S » MRD 
JER SDI MTC RH Lic る EA — 
種 に し て 上 性 な り ミ 認め ざる ぁ べから . 

4. 上 の 細胞 が 同一 種 な り ミ 断定 し た る 根 近 内 皮 の 部 ミ 上 の 
ミ の 間 に 明 か に 移行 像 を 認め し むる . に ぶ る 如く 此 の 細胞 の 的 
OD PRO ANSE CIES OD 程度 の 相違 に 
[KS O. 

HS TS AMA Re aL, 分 化 
園 の 結 締 質 性 組織 も 恋 繊維 性 結 締 織 の 形態 を 閉 明 な らし むる に 至る ミ , al 
KROMPECHER 氏 の 所 Basalzellenkrebs 中 に 認め ら る SE 
型 的 混合 腫瘍 中 の 上 皮 様 索 ミ の 間 に も 移行 像 わぁ を 認め し むる ゃ を以て な め . 

6. 即ち 液 腺 の 混合 腫瘍 中 に 認め ら る ぇ 肉 皮 性 又は 上 性 な り ミ の 
SLO BO MRO BAO ME D> LK 
な り ミ 認め ざる べから る. 

FAL BAT MUL し て , 本 
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Fig. 1 定型 的 混合 腫瘍 第 2 例 
Fig. 2 定型 混合 10 Pl 
・ 園 の 結 締 組 織 Bet 

VI 
Fig. 3 5 A 
な る ょ 共に , 周 園 結 締 組 織 も 基 の 性 分 の 度 て , ILO 
く 明 か な る に 至れ る を 示す 。 

VH 
Fig. 5 基 訪 細胞 冶 (KRoMPECHER) 第 21 例 
Fig. 6 同上 第 22 例 
AER が 上 皮 性 の 形態 明か な る ょ 共に 基 周 園 に 存する 


Fig. 7 5» 

Fig. 8 & 3 18 

し , HO Fig. 1 及び Fig. 2 に 認め ら 5 2 
SAWS. 
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・ 混 合 腫 瘍 
Sakurai, Mischgeschwiilste 


Tafel. V 
Fig. 1 
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Sakurai, Mischgeschwülste 
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Tafel. VII 


Sakurai, Mischgeschwiilste 
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Tafel. VIIT 


Sakurai, Mischgeschwülste 


| Fig. 8 


ペル 了 フロ ー ム に 就 て 
IX) 


se: 山 


Über den Grawitzschen Tumor. 


Von 


Dr. Hisashi Yamaguchi. 


Aus dem pathologischen Institute der Kaiserlichen Universität zu Tokio. 
Vorstand: Prof. M. Nagayo. 


mit Tafel IX. 


Im Jahre 1883 veröffentlichte P. GRAWITZ eine Abeit über 
“Struma lipomatodes aberratae renis’”, einen charakteristischen 
Geschwulsttypus der Niere, welchen er als auf Wucherung eines 
versprengten Nebennierenkeims in der Niere beruhend ansprach 
und für welchen dann sich die kürzere Benennung ‘‘ Hypernephrom ” 
einbürgerte. 

In berechtigter Würdigung des grundlegenden Charakters der 
Feststellung GRAWITZ’s ist auch die Bezeichnung der Geschwulst 
als GRAWITzscher Tumor eine allgemein gebräuchliche geworden. 

Neuerdings ist aber ihre Ableitung vom versprengten Neben- 
nierenkeime bezwei‘elt worden, weil die Zellstränge Lumina bilden 
können, was in der normalen Nebennierenrinde des Menschen nicht 
der Fall ist. So ist von einer Seite die Ansicht ausgesprochen worden, 
dass diese Tumoren von den Nierenepithelien abstammten. 

Es gibt aber typische Fälle, bei welchen das Nebennierengewebe 
als Muttergewebe sicher steht. Verfasser hatte Gelegenheit, Neben- 
nierentumor zu sezieren, welcher sich histologisch als dem typischen 
Hypernephrom der Niere ganz gleich erwies. 
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Verf. will unter GRAwITzschen Tumoren solche Nierenge- 
schwülste verstehen, bei welchen schwer zu entscheiden ist, ob sie 


den Nierenepithelien oder dem versprengten Nebennierenkeim ent- 


stammen. 


In der vorliegenden Mitteilung hat Verfasser über 4 Fälle von 
GRAWITZschen Tumoren im genannten Sinne und über 3 Fälle von 
Hypernephrom der Nebenniere berichtet, wobei ausser den morpho- 
logischen Beschaffenheiten auch die Häufigkeit der Nieren-sowie 
Nebennierentumoren, die in unserem Institute zur Sektion kamen, 
berücksichtigt wurden. 


Tafelerklärung. 
Tafel IX. 


Fig. 1. Grawitzscher Tumor. 2j u. 2m. 4 
Fig. 2. Hypernedhrom der Nebenniere. 57j. # 
Fig. 3. Atypisches Hypernephrom 50j. 4 
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せら る る . 其 定 型 的 の も の は 腫瘍 細胞 は 多 形 に し て 原形 質 は 明る ぁ く , 細胞 内 
に リボ イド 及び グリ コゲ ー ン を か 含有 する も の に し て , KEOMMRY EAM 
管 に より て 取 窟 きた る 副腎 皮質 構造 に 似 た る 構造 有 す る 出血 し 易 き 腫瘍 
な り . 

此 定 型 和 的 上 ペ マル チ フ ロー ム の 他 に 猫 (1) 定 型 和 的 の 構造 を BT AMP SAE 
腺腫 は 様 の 像 を 示す 部 分 の 混在 する ぁ も の 及び (2) 全 く 
定型 和 的 の も の に し て 或 は 副腎 皮質 に 類似 し , 或 は 腎臓 組織 を 想起 せ し む る 如 
き 像 あぁ も の を も 此 に 加 ふ る 看 者 多 し . PBA BAY し 此 等 の 定型 的 な ら 
BED RL TER 迷 入 副腎 皮質 に 由来 する か は , BD 
? に 断定 し 能 は ざる 場合 多 し . 
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TÄSZCBEL KO 試み に 現在 
ト は HST, Die Benennung dieser Geschwülste 
ist sehr mannigfaltig, bald werden sie Sarkome, bald Karzinome, die 
typischen Formen auch Adenome genannt, ferner spricht man von 
GRAWITZschen Tumoren oder von Hypernephromen. X ASCHOFF の 病理 
忠和 各論 中 に 於 て GRAWITZscher Nebennierentumor der Niere ミ 記 載 し , 
HERXHEIMER は SCHMAUS 氏 の 病理 科 書 に て Struma lipo- 


matodes aberrans renis(GRAWITZscher Tumor) な る 用 語 あ め . 


信 ラウ イッツ 腫瘍 な る 名 を る に , FRITZ EN 
VE 7 LOBED, 副 組織 の 迷 入 に 由来 する も の な る こさ ミ を 始 
BSTAMU S(t PAUL GRAWITZ に し て 氏 は Virchow’'s Archiv Bd. 93. 0 


1883 FE TU OL ROP 
入 せ られ し も の ・』 BEL LAN 
きも の 多く , 氏 は これ に Struma lipomatodes aberratae renis A %#R 

(1) 腫瘍 は 被 肛 下 に 存する ぁ こ ミ 多く , 腫瘍 自身 も せり 

(32) 細胞 は 大 な 滴 を 有 す . 

(3) TS, 細胞 の 配列 は , の 如く 中 
部 に て は 配列 不 規 則 に し て , O DIT: 0. 

に の み 同 一 度 に 見 ら ゃ の み Lbs AA 
化 を 血管 に 見 出し . OBL LA OA, 

氏 は 上 所 見 に 基き て 本 腫瘍 ミ 副 さ の 間 に 接 な 係 あぁ を BA 
LIFT MENT O. 

LOK ABBE OT OREBTAD 


Na 
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れ も, 上 に た る 如く 中 に 副腎 
の 皮質 逆 に 過 質 に 比 す べき 部 を 認め 得 た り ミ 信じ た ぁ も の な る が 故に , 此 
此 の 名 ち 不 合理 な り ミ も 云 は れ ざ る が 如 L. 
EXnF70—LG BERGSTRAND に よめ て て 始め て 用 ひら れ た 
2&0, Ris BIRCH HIRSCHFELD に よる さも 云 は る . 
定型 的 ヒ ベ ペル チ フ ロー ム に 土 し て 頁 へ られ た る 名 は , LUBARSCH に より 
Hypernephroid, MARCHAND に より め suprarenales Epitheliom, KUSTER に 
& 9 epinephroide Gewächse, STORK に ょ り GRAWITZsche Nierenge- 
wächse 6 21724 も GRAWITZscher Tumor は GRAWITZ (BO 
T, Struma lipomatodes aberratae renis な る 名 に 代 へ 
THOMS し た ぁ 印 ち 所 調 定 型 的 ヒ ペ マルチ フロ ー ム 自身 を 指し た る も の ミ 
ふ べき な RUC Oskar STORK OF ORE, Es ist fast 
ein Vierteljahrhundert verstrichen, seit PAUL GRAWITZ in der ,,Struma 
lipomatodes aberratae renis’’ einen neuen, scharf umgrenzten Ge- 
schwulsttypus der Niere kennen lehrte, für welchen sich dann die 
kürzere Benennung BIRCH-HIRSCHFELD’s,, Hypernephrom”’ einbürgerte, 
in berechtigter Würdigung des grundlegenden Charakters der Feststel- 
jungGRAWITZ’s ist auch die Bezeichnung der Geschwülste als GRAWITZ- 
cher Nierentumor eine allgemein gebräuchliche gew. rden (Zieger’s 
Beiträge Bd. 43. 1908. S. 393) BIRCH-HIRSCHFELD が ヒ ペ ル チチ フ ロー ム 
な る ぁ る 名 稀 を 本 腫 場 に 束 へ た ぁ は 次 の 如き 見 解 に 基 け る も の な り . ROW 
論 (1896) に 載 す る 所 を 抄 鉄 すれ ば 
MPA YS ORES AMG MAL OBA 
する も の ミ に 分 つ を 得 . RTE S LOC 
の ミ 結 第 性 増生 砲 む も の ミ あ り . 後者 は VIRCHOW に より Struma supra- 
renalis さ 呼 ば る . BHLOMETZEDIE, グリ オーム を か 想起 させ る 像 
の も の (VIRCHOW) , 経 細胞 類似 の 細胞 ゃ 有する も の (MARCHAND) 或 は 
Gliosarkom, Lymphosarkom ミ も 呼ぶ べき 財形 細胞 肉腫 の 構造 有する も 
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DH. 
4m PILLIET は melanotische Nebenniere-tumor ミ 呼 ぶ べ き 腫 瘍 を 経験 


せり ミ こい ふ . 

の 如く 副腎 腫瘍 の 構造 は 複雑 に し て , DAL BAM ARD TEE 
括 的 に , より せる 睡 瘍 に て ヒ ペ ャ チ フ ロー ム な る 名 を 和 ん ミ 
欲す . 

要する に ヒ ペ ル チキ フロ ー ム ミ は 内 に し , MRR 
造 有 し リボ イド , グリ コゲ ダー ン に 富み , 毛細 血管 の 多き 特種 の 腫瘍 を 指す 
か , BIRCH-HIRSCHFELD の ふ 自 身 に する 腫瘍 を 指し , グラ 
ウッ ウイ ッッ ツ 氏 腫瘍 ミ は 上 に 述べ た る 如く , 定型 的 上 ペ マルチ フロ ー ム を 指す に 他 
せら る 定型 的 上 ペ マルチ フロ ー ム の 他 に , ORAL AD, 
此 ゃ 一 括 し て グラ ウッ イッツ 腫瘍 ミ 呼 ぶ を 得 ば 便宜 な らん . 

余 は 本 報告 に 於 て 。 この 意味 に 於 ける ぁ る グラ ウゥ イッ ツ 腫 瘍 に 敷 ふ 可 き 4 例 ミ 
7A O S 2 副腎 組織 
に 言及 せん ミ 欲 す . 


I グラ ッ イ ツ 松 


第 1 例 WSL 167-1928 

項 

1928 年 9 月 25 3S, 10 月 中 旬 に 至り 
て , 左上 腹部 に 腫瘍 見出し, 閣 次 膨大 し , ker. 11 月 20 日 小 兄 科 に 入院 す . 

・ 入院 党 腹部 は 膨大 し て , FET AILS MBH), 其 境 界 は 明確 に し て , & 
波動 せ 熱 型 は し て 最高 39 度 に 達 
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タミル クリ ン 反 陰性 

患者 の 母 は 。 患者 出産 後 結核 に て 死亡 す 。 ROR PMR 

患者 の 父 血液 反 性 な る も 患者 血液 兵 反 陰性 

血液 所 見 : 

赤血球 3575000. 白血球 8500( 中 性 白血球 59.5 %, PRELER 35 22) 

SL: 

GREEN, 酸性 。 蛋白 は ズル フ ホ に より 陽性 。 小 敷 の 灰 血 球 議 に 白血球 を 認 む る 

Abie L, 11 月 30 日 死亡 . 

病理 解 的 診断 

1. 小 兄 頭 大 腫瘍 2. 癌 性 膜 腹 3. 4. 横 隔 下 結 
腹腔 を 開く に , 左 堅 臓 部 に 初生 抑 頭 大 の 腫瘍 を 認 む . BEAM BAS 
れ , 左 は に 占め られ , AIRES TREE UL, 其 の 表面 に 米粒 大 の 
猫 ド ウ グ ゲラ ス 腔 に も 鳩 卵 大 腫瘍 3 個 あ り て , BRAUN. 
腫瘍 は 大 いさ は 16 x10x9 em に LT, 被膜 を 有 し 背部 に 向 へ る 部 は 腫瘍 
被膜 を 破り て 突出 す . 腫瘍 は 一 般 に 出血 性 を 示し , 軟 に し て 和 脆弱, 割 面 に て 
は 著 しき を 見 る . BK LUC: MARSA. 到 ゃ 慮 の 硬 
印 ち 肉眼 的 所 見 に よる も 混合 腫瘍 に 非 る 如 し. ME 


瘍 の 上 に 腎臓 組織 の 残 あ り . FAÄRZEL PBT 


BA LISA L. 肉眼 的 所 見 よめ 推察 
に 見 れ ば , HERE, Ze SLA. 
GA. SBE て 検 す きれ ば . 内 腔 
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作る 部 多く , RHRHEOM HD O. 細胞 原形 覧 は 透明 , 比較 的 大 な ぁ 核 を 有 
す . 核 は クロ マチ ン に 芝 し . 細胞 の 聖 列 は 不 規 則 に し て , PRECHNAE 
に て は 細胞 の 境界 明 具 な り . 結 締 織 繊 維 は 細胞 群 間 を 不 規 則 に 走る も 胞 梨 駄 

ie BT L. 

し て 存 す . 此 は アァ アルコール に て 腫瘍 片 固定 の 際 , 細胞 中 に ァ ル コー を 侵入 し 
T グリ コゲ ダー ン を 細胞 の 一 側 に 礎 迫 せ し も の な らん . 腫瘍 細胞 中 に は 猫 少 
量 の 脂肪 を 認 む . 

此 を 要する に 本 腫瘍 は 定型 的 上 ペ マルチ フロ ー ム ミ は 全然 異 る も の な り . 7 
リコ ゲー ン 及 び リ ボイド の 細胞 内 含有 を 以 て tx 
ミ す る 人 あれ ご も 必 し も 然 ら ず . 叉 腫瘍 内 に 内 腔 の 存在 し , BERNE BT 
る を 以 て 腎臓 より 長生 せる ぁ も の ミ す る 人 ある る も 内 腔 の 存在 必 し も BRE O 
の 根 は な ら . 腫瘍 は グラ ウゥ イッ 腫瘍 に 算入 すべ きも の な ら 
ん . 

第 2 例 21-1917. 

10 月 27 日 の 検査 に よれ ば 粒 多 し. 11 
月 30 日 腎臓 摘出 HAR PID) COMRBAT. 1 月 31 

病理 解剖 的 診断 

(1) (2 ) 腹膜 後部 性 腫瘍 浸 (3) ドゥ グラ ス 氏 
腔 腫瘍 散 播 . (4) FIR 
OME (9) (10) 慢性 肥 性 胃炎 . (11) 大 硬化 . (12) Mi 
側 肺 . (13) 子宮 出 血 . (14) 諸 器 (15) 側 股 混合 血栓 . (16) 


腹水 . 
左側 は 手術 に より 摘出 せら れ た る TERSHO OD 


片 を 作り た . O. 


4 
& 
¥ 
} 


228 


— te 内 は 或 部 に て は 不 規 則 
極め て 狭小 な ぁ 部 あめ. 
腫瘍 細胞 は 柱 細胞 に し て , TED TER 
原形 に 比 し て 極め て 大 , 多く 細胞 部 に 偏在 す . UT Fy 
多 し . FUR DBI LOB 結 締 織 を ふ . AMORA 
腫瘍 中 心 部 は 壊死 に れる 部 少 か ら ず 弾力 は 
瘍 中 に LIBS. 
要する に 本 例 は TADDEI Belt MENETRIER 
ミ も 見 る べし . 
第 3 例 剖検 番 350-1918. 
1016 OPM MER OYE MAO, 1918 年 
117120 右側 腹部 に 固 き AMS. 11 月 26 日 再 血尿 
DY, に は 蛋白 と 明 さら る 。12 月 4 日 死亡 
病理 解 診断 
(7) (8) (9) 咽頭 水腫 . 
DS. 明確 な る 境界 を 有 し , 
0. 
組織 に す れ ば 腫瘍 組織 は 調 定型 的 マルチ フロ ー ム ミ 
前 者 に あり て は 細 
胞 境 界 は 明 し て 原形 明る く , L. 核 は 比較 的 小 に し て クロ マ 
チン 量 に 富む 核 小 は 明か な ら す . THI 
WD UT, 異な ぁ る 細胞 の 集 園 を 
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見 る . T PERI RAL, 
に 上 輝 の も の ょ , クロ マチ ン に 富み , Tiss 
the FEF. 

TER, BD 2 種 の 細胞 の 混 する 
を 見 る. 

此 や LUBARSCH の ヒヒ ペル チ フ ロー ム 分 類 に 従 へ ば , 印 ち 第 二 の 「 ヒ ペル 
FIT 或 は 部 の す ぁ も の 」 に 属す べき も の 
な らん . 其 の 二 種 の 細胞 の に 至り て は , ッ ツェー 等 は 共に 組織 よ 
ORETIOO, ロー ゼン フェ ルド は 迷 入 副腎 皮質 部 より 雨 者 を 生 ず ミ いひ , 
リッ ケル は ヒ ペ ル チチ フロ ー ム ミ 見 働 す べき 部 は 迷 入 副腎 皮質 LOBEL, FA 

第 4 例 小澤 基 63 AE HE 355-1914. 

LV SL, 遂に 8 月 5 日 死亡 す . 

の 硬化 . (6) REM. (8 ) 大 動 硬化. (9) 
(10) 


% 

走れ る ぁ を 見 る . BIETER, 一 部 に て は 小園 形 を 書き て 走る . 腫瘍 細 
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+ 中 に 粒 を 認 む . 核 は 大 , 
クロ マチ > BLY MEL IBS EDED. 

Bt. 

以上 4 TODE これ を 論 す ずれ ば , 副腎 皮質 組織 を 
余 は 母 地 の 題 ミ は 別 な る 立場 よめ 
便宜 上 これ 等 を 綿 括 し て グラ ウゥ イッツ 腫瘍 ミ 呼 ば ん ミ 欲 す . 


腎臓 内 に 生 せ る 定型 的 上 ペル チキ フロ ー ム が RAMA 
も の な る こ ミ は 既に 認め られ た る な れ 虚 に 副腎 自身 の 皮質 より 生 
LT, 所 調 定 型 的 上 ペル チ フ ロー ム ミ 其 構 造 殆 等 し きも の を 得 た れ ば 此 を 記 
>. 

第 1 例 91-1926 

(1) A. (2) (3) 左側 ペル 
(8 ) (9) (10) (11) 繊維 性 
周 園 炎 . (12) 場 腺腫 . (13) 

組織 を 時 する 部 に て は 和 髄質 は 著 明 な ぁ 肥 大 増生 を 示す . 此 標 本 に 依 れ ば 皮質 
束 細 胞 腫瘍 細胞 酷似 せる を 見 る . ORRIK IS 
の 万 迫 せ られ て 残存 する ぁ る あり. 腫瘍 を 構成 する 大 部 分 の 細胞 は 所 調 定 型 的 
ペル チキ フロ ー ム ミ 殆 一 致す . 即 細 胞 は 多角 形 に し て 細胞 間 境 界 明瞭 に し て , 
原形 質 は 水泡 欺 を 時 し て 明る ぁ く , 脂肪 帳 を 著しく 豊富 に 有 す . 正常 組織 の 部 
に て は , RE OAD O. 毛細 管 血管 の 位 
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置 は 定型 的 上 マル キチ フ ロー ム に 見 る も の ミ 同 様 な り . 此 標 本 に ょ り て 皮質 束 
基層 及び 腫瘍 細胞 の 構造 を 見 れ ば , 腎臓 内 に 迷 入 せる 副腎 皮質 より 定型 的 
ペル チキ フロ ー ム の 可能 性 を 充分 得 . 

殊 に 験 的 に 移植 せる 副腎 皮質 束 の 細胞 の 最長 く 
は 可能 性 を 大 な らし むる 如 

副腎 皮質 腫瘍 の 際 , 往々 生 腺 機 能 障 起す ミ い は . 

第 2 例 50 190-1925 

病理 解 的 診断 

(1) 雨 副腎 の 非 定型 的 上 ペ マルチ フロ ー ム , 「2) 小 見 頭 大 の 左 肺 上 葉 内 輔 移 
(3) (4) ESA FARA. (5) 左 肺 下 葉 加 答 見 性 
肺炎 . (6 ) (7) 左側 球 に 於 ける 大 腫瘍 
移 (SE. (9) 動脈 テテ チョ ローム . (10) 肝臓 脂肪 . (11) 
(12) 

左右 は 卵 大 ミ な り て 腎臓 表面 に 密閉 す . 
く , 血液 に 富む も 出血 壊死 な し . 腫瘍 細胞 は 園 形 の も の 多く , GORI 
REF, 細胞 境界 不明 し て , SS, 少量 の グリ コゲ ダー 
I ANA HOT 2 3 個 の 核 を 有する あり . 
を し, 核 小 認め し むる も の も あり . ボル スト の 云 ふ 非 定型 的 ヒ ペル 
フロ ー ム , 或 は 肉腫 型 の も の な の め . 

第 3 例 SORE 176-1927 

MAAK. (4) (5) (6) 
右側 の 副腎 は 正常 副腎 の 大 き さ の 約 3 億 ミ な り . 全部 腫 場 に て 充 た され , 
正常 組 織 を 見 能 は . CRA UT, 
認 む . KL 左側 副腎 は 右側 よめ 小 に し て 色素 層 を て . 腫瘍 
細胞 は 原形 少 く , KO み の MS RO. AR 
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y. 形 は の も の 多き も 中 に 
BS, エ オ デン に て 濃 する 細胞 あり . 間接 核分裂 示す . W 
腫 型 の も の な り 


I グラ ッ 腫 の 組織 的 特徴 の 

(1) ヒ ペル チチ フロー ム 内 の 肉 腔 

ヒ ペ ル フ ロー ム に へ ら る 腫瘍 中 , 其 の 中 の 内 腔 形成 , 或 は 形成 
OAT MES AM PR L, AED OBA 
る ち も の な り ミ し , MAE SAD O. 

然 ば 副腎 自身 は 副腎 腫瘍 に 内 腔 形成 あり や や . 2 
今日 一 致す る ぁ に 玉 ら ず . 従 つ て 腫瘍 内 の 内 膝 形 成 の 有無 如何 に より て 其 毅 生 
を 決定 する 能 は す :. 

MAX ZEHBE は 150 例 の 副腎 に 就 て 内 腔 形成 の 有無 を 呈 究 せる に , 其 傾向 
さき さ へ も 見 出す 能 は ざり き ミ いふ . 此 訟 に 讃 成す る に STORK, WILSON, WILLIS 
HO. 此 に 反 調 する に , ASKANAZY, LUBARSCH 等 あり て て , 明か に 内 腔 形成 

BUS. PYRM は は 腫 せる 基質 の 係 に よめ て 生じ 得 ミ いひ 
GERLACH は 組織 の 一 部 の 壌 死 匂 性 に より て も 生ま ず ミ いひ , STORK は 出血 , 
液化 に より て さ へ 生じ 得 ミ 訟 明 せ 0 め . 

きれ ご ざー 方 , BECKMANN の 如き は 連 貫 切片 に より て , 副腎 内 腔 を 明か に 


BRR BEL 0. 

SL LT, BRIS BL, MIB 
原 形質 UT, S 核 も 大 な り ミ さいふ. 

叉 ヒ ペ ル チキ フ ロー ム 中 に 屋 て 見 ら る > BEER, 副腎 細胞 中 に 存在 する 
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PG PILEES, ZEHBE は 此 を 恋 定 する も , RABL, LUBARSCH は 此 を 認め た 

9. SAAD SEK TFT NS も の を 認め た ミ . 

な らん ミ 。. 

LUBARSCH は 猫 , 老年 者 の 副腎 束 に 形成 を 見 た り ミ いふ 
STORK は 装 縮 腎 中 の 一 部 に て , ヒヒ ペル チ フ ロー ム 細 胞 に 類似 の 細胞 格 を 認 
原形 質 明 く , 脂肪 は 血色 素 
CISA, PEE, グラ ウッ ウィ イッ ツ 腫 瘍 ミ 順 を 追 ふ 
て 移行 する 像 を 認め た り ミ いふ . 

WILSON WILLIS 77 LOMB RA UTCKOMS 
を Pt 

I) ヒヒ ペル チチ フロ ー ム の 三 分 の 一 は 腎臓 下端 に あり . (腎臓 内 迷 入 副腎 は 
上 部 に 多く 見 ら ゃ ミ いふ ). 

2) 副 々 腎 は 肝臓 中 に も 存在 す ぁ に も 拘 は ら ず す . 肝臓 に は 79 9 1 7A 
場 に 比 す べき 腫瘍 な し . 

3) 管 形成 物 は 副 々 に は 見 る を 得 . 

比 す べき も の あの 6. 

(2) ヒ ペル 了 チ フ ロー ム ミ 脂肪 . 

RS Tit, グラ ウイ ッ ツ の 重き を 
他 の 腫 場 中 に も 通常 見 ら ゝ も の に し て , MeV 
OUR た 他 の 腫瘍 に 見 ら る > 場合 ミ 異 り て , HAMA 
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和 欺 層 に 於 て は 用 か に 少し . 

STORK は 脱 肪 染色 に ょ る 反 應 な き ヒ ペル チ フ ロー ム の 例 を 認め た り ミ い 
ふ . 

副腎 に は レ チ チ ン 多 く , PHILS 及ぶ ミ . 

ヒ ペ ル チチ フロ ー ム に 於 て も 副腎 皮質 より 杉 生 せる も の な ら ば 其 レ チチ ン 
量 少 か ゅ ざる べし ミ の の 下 に , 定量 せら れ た る 所 よれ ば 2 9 
の 間 を 往来 す ミ . 

(3) グリコ ゲー ン 

ヒ ペ ル チ フ ロー ム が グリ コゲ ー ン を 有する こ ミ は 特に 早く 閉 目 され た る 
こ ミ に し て , 他 の 腎臓 腫瘍 に 於 て は 一 般 に 少し . 叉 正常 副腎 皮質 に は 此 を 認 
DE グリ コゲ ダー ン は 一 般 に 脱 兄 組織 , 腫瘍 に 多く 認め 5 ら る. 印 機 能 元 進 に 
基く 現象 な りさ ミ さ る ゝ も SUNDBERG に よれ ば , 新しく 作ら れ た る 細胞 中 に 
Th, GSD. グリ コゲ ー ン ミリ ボイド ミ こ は 
WER ヒ ペ ル フチ ロー ム を より する も の ミ せ ば , 
含水 淡 素 脂肪 代謝 に 重大 な ぁ 開 係 AT SIE SO 間 に も 特別 の 意 
ゃ 有する も の な る や も 知れ る . 

此 を 要する に グリ コゲ VHA FORME SO BEER 
に 断定 する 能 は ず . 

(4) fe HE 

ALFRED C CROFTAN KERN F 
DO. 


(Notiz über eine chemische Methode, Hypernephrome der Niere von 


andern Nierengeschwiilsten zu unterscheiden, Virchow’s Arch. Bd. 169. 
1902. S. 332) 

TIER 

1. 動物 に 注射 する に 糖尿 を 惹起 す . 

2. — b— ERY デキ スト ロー ゼ に 分 解す る 
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作用 あり . EDS 1 SURÄELEROBEHUEe 加 へ て , 解 卵 器 中 に 24 時 間 後 
調 ぶ . 

3. LU SEND O. 試験 管 
法度 を 滴下 すれ ば , F 
色 を 時 する も 瞬時 に し て 青色 反 應 消失 す ミ . 

Kise 

1 ペ ルキ ーー ム 

2. 健康 堅 識 の 一 部 

4. BRERE 

に は 弧 て 陰性 に 終 れ り ミ . 


IV 組織 の 内 移植 


ヒ ペ ル フロ ー ム が を 腎臓 内 に 迷 入 せる 副腎 に 由来 する や を 
定 験 的 に 研究 せる も の 多 し. 

TADDEI, TORRINI は 家 兎 を 用 ひ , 其 副 腎 を 探 つ て 同一 動物 の 腎臓 内 に 移 
植 し た る ぁ る に 多く は 吸収 せ られ , 最長 く 残 れる 例 に 於 て も 300 DAH CSO 
3. 

GALEOTTI, VILLASAUTA の 宣 験 に よる に 移植 後 100 A を 出 で す し て 吸 政 
せら る ミ い ふ . 移植 せら れ た る 副腎 は 先 づ , BBM 5 ACH: ? 
OMA は 常に 最も 長く 残存 す ミ . 此 は 定型 
ペル チ フ ロー ム の 大 部 分 が 束 欺 層 に 類似 の 形態 を 保つ ミ さい S BAS BANAL 
TRUER S 0. 

MARKEN 途中 巨大 細胞 の 出現 等 ある も , 
AZM, 票 駄 形成 物 等 の 例 は 認め られ ざり き ミ いふ . 

HABERER, STORK の に よれ ば , 移植 せら れ た る 皮質 は を 失 
ひ 腺 腫 の 形成 を , RAT SWS. 


co 


2 
2 
a 
: 
| 
a 
} 
} 


236 


NEUHAUSER は 移植 に より 定型 的 上 マル ャ チキ フロ ー ム の 形成 さぁ ゝ を 見 た 

MAA, 

出現 . 4. 互 大 細胞 の 出現 . 

され ぎざぎざ グ ゲ グリ コゲ ー ン の 出現 は 認め ざり き ミ . 

勿論 自然 に 迷 入 せる せ を 移植 され た る も の 


1887 | 28 | | | 

1888 94 | | | 

1889 | 120 | | 

1890 | 209 | | 

1891 | 160 | 右 副腎 肉腫 5 月 男 | 河 本 7 

1892 | 264 | | 

1893 | 136 | | 

1894 | 118 | | 

1895 141 | ZKIAR 

1896 | 244 | | | 

1897 | 204 nd | 

1898 | 215 | | | 

1899 305 | | 

1900 | 430 | 7»| 3% | | 294 

1901 | 443 | | 

1902 474 | 奥 村 10 

1903 | 402 | 副腎 肉腫 2.,| m 196 


? 

= 

a : 

= 

. 
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1905 378 | KR 46,, 田 | 29 
NE 4, 松 浦 53 

1906 432 | Ka 45 „ H | 243 
2, | 265 
56,, 431 

1907 365 

1908 441 | 56.1 3 | Mi 89 

1909 521 

1910 3738 | 副腎 肉腫 60,| B |e = 220 
PF 26, & mM FA} 206 

1911 327 

1912 464 

1913 488 | | 

1914 576 | | 

1915 | 358 | 

1916 442 | セ ヒネ ペ ル チ フ ロー ム | 312 
ヒ ペ ル チ フ ロー ム 3, B | 牧 BF} 240 
左 堅 臓 肉 腫 61,,| MX 
AR RAI 65,| B 18 
7, 村 | 219 

1917 888 | プロー 69,| 女 8 31 
腎臓 腫瘍 | 小 林 69 

1918 369 | 5 350 

1919 324 | 63,,| 3 | 佐 126 

1920 237 | 右 腎臓 腫瘍 3,| B | 木 | 229 

1921 200 | van 70-2 48,,| 38 55 

1922 275 | 

1923 257 | 

192 219 | ヒス ペル チ フ ロー ム | & 60 

1925 230 | 18,| jy} 113 
Ai 5. 3 | 川井 | 145 

1926 213 | 7c 45,,| B | 吉 68 

1927 19 | %.| & A 64 
| 39,| 3 ih) 176 

1928 11 | ゲラ ッ イ ッ ツ 腫瘍 2.) B | | 167 

En 1887—1928 に 至る 43 年 間 . 12657 例 中 , 21 例 , 副 
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BES 11 例 あ り . 但 肉 眼 的 に 明か に 認め 得 た る 腫瘍 例 の み を 見 て , A 
的 に 認め た る 腫瘍 は 算入 せよ . 
TADDcI は 1902—1908 年 に 至 2 FREE] 434 例 中 


ヒ ペ ル チ フ ローム 218 混合 腫 場 45 
腫 65 良性 32 
肉腫 75 


な る 種類 別 の 例 敷 を 得 た 6 め . 
Riga Stadtkrankenhaus 1910—1924 年 に 事 ぁ る 


OR Bh 7575 例 の 中 
1095 
其 中 腎臓 腫瘍 56 
内 ペ ルキ フ ロー 87 
癌 腫 5 
肉腫 14 


IX 
Fig. 1. 759 45> 第 1 例 2j2m 4 ARE 167 (1928)) 
Fig. 2. 副腎 腫瘍 例 第 1 例 57j 
HE 91 (1926)) 
Fig. 3. 副 非 定型 セ ペ ネル ネフ ロー ム 50] 4 190 (1925)) 
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Influence of Vitamin D on the Growth of 
Transplanted Sarcoma. 


By 


Dr. Midzuho Sumi. 
From the Institute of Physical and Chemical Research, Tokyo. 


In the present series of experiments the effect of vitamin D 
feeding on the growth of the Fujinawa rat sarcoma was tested. 
These experiments may be most conveniently described in connection 
with the tables contained in the accompanying Japanese original 
article. 

Table I gives the result of the first experiment. Group A (3 
rats) were fed with the basal diet of whole wheat supplemented 
with olive oil, one drop per rat per day. Group B (4 rats) on the 
same basal diet, supplemented with 0.05 mg. ergosterin (in one drop 
of olive oil) also given per rat per day. Group C (rats) the same 
as Group B, but the ergosterin was changed to vitamin D by 
irradiating the former with ultraviolet light for thirty minutes. 
All rats were kept on the special diet for ten days before and for 
two weeks after tumor transplantation. 

Table II shows the results of the second experiment. The 
basal diet was made up of starch, 75%; horse meat protein, 15%; 
hydrogenated soy bean oil, 10%; oryzanin solution 5%; inorganic 
salt mixture 5%; also cod liver oil one drop per day for each rat. 


This basal diet was supplemented with one drop olive oil per day 
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per rat for Group A (3 rats), 0.05 mg. ergosterin for Group B (5 
rats), and 0.05 mg. vitamin D for Group C (6 rats). Group B’ (4 rats) 
was given the same diet as Group B, but the rats were exposed 
to ultraviolet light for fifteen minutes every day so that the ergos- 
terin fed could transform into vitamin D in the body. The rats 
were kept on their respective diets for three weeks preceeding and 
for two weeks following tumor transplantation. 

Table III illustrates the third experiment, which was identical 
with the second experiment except that the animals were kept on 
the special diets for five weeks before tumor transplantation. — 

Table IV. In this fourth experiment the basal diet used was 
that of STEENBOCK’s low-phosphorus formula consisting of yellow 
corn 76%; wheat gluten 20%; calcium carbonate 3%; sodium chloride 
1%. Supplementary feeding was olive oil for Group A, ergosterin 
for Group B, and vitamin D for Group C as before. 

Tumor transplantation was made four weeks after the beginning 
of the special feeding, when the rats in Groups A and !) were 
showing definife signs of rickets. 

Table V refers to the fifth experiment. All the rats were fed 
on STEENBOCK’s diet above mentioned, and Group II was exposed 
to direct sunlight one hour per day, Group III for two hours, and 
Group IV for three hours, while Group I was kept indoors all the 
time. No supplementary feeding was given in this experiment. 


Conclusion. 


As may be apparent from an inspection of the tables, the 
resulis of the five experiments described above seem conclusive in 
showing that vitamin D exerts no perceptible influence on the growth 
of transplanted tumors. 


= 

fs 

as 

4 

4 

3 

3 

5 

| 

. 


241 


BARELU® の 報告 あぁ の み に し て 氏 の 得 た る 結果 に 依 i たま ば ャ ウゥ ウス 移 植 癌 の 
各 育 に は 多少 影響 あぁ を 認め た め り ミ し て 氏 は 試験 方 法 ミ し て ヴ ィ タ ミン 
D を 動物 に 注射 し て 試験 を 行 ひ た り . 然 れ さも 今 一 般 治療 上 ヴィ タモン D を 
用 ふる 場合 に は を 的 に る を 常 ミ も 注射 に 比 し て 一 層 
定 せ られ た 如 し . 
を 知ら ん ミ し ヴォ ミン D を し た る 種々 の 飼料 を 以 つ て を し つ 
つと に 肉腫 を 移植 CHD Ze UT 

今 , 此 慮 に 其 の 結果 報告 せん ミ す . 


50 gm ASOMR AT TAF YY 
移植 び 二 週 後に MU 
0.02 gm 宛 移 植 し た め . 
基本 飼料 AB 
肉腫 移植 前 飼育 日 敷 10 日 
B エル ゴス テリ ン の オリーブ 油 液 , 
中 エル ゴス テリ ン 0.05 mg. 
CH 60 ヴィ タン D ( エルゴ ステ リン ) の オォ リー ブ 油 液 , 日 
日 一 滴 , 一 滴 中 含量 , 0.05 mg. 
但し ヴォ + タ ミ ン D は , 上記 ェ ル デス テリ ン を 30 分間 紫 外 
線 に 照射 し て 製 す . 
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此 の 結果 に 依 れ ば 動物 の 長 育 は C 群 に 於 て 優 り た る も 肉腫 の BAILS 


殆 き 大 差 を 認め すず. 
SAGA 15 „ | 5 4 
大 豆 化 10, | 記法 一 的 に 


3 週間 
BRE 52 エル ゴス テリ ン 添加 
CRE sw YızıvDiam 
BHR 470 > 試験 中 , 
15 0. 
ARS (第 3 表 参 照 ) 
THE LAMBS, 開始 後 5 週間 後に 移 
植 し た め . 
Aff 30 油 添加 
BRE 4W エル ゴス テリ ン 
CH 6M 
AAAS, 差 な し . 
4 (第 4 表 参 照 ) 
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76% 3% 


ARE 110 39 
BRE 18300 zr MITER 
CH 180 Dim 
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此 の 基本 飼料 は 所 調 STEENBOCK DIEREMEH- LT, 飼育 後 , 4 週間 に は 
A, 7-0, 此 に 於 て 肉腫 を 移植 し た る 結果 , HED 
は C 和 に て 勝 り た る も 肉腫 の 育 は 各 , を 認め 得 さ りき , 即ち 
石原 の 代謝 不調 の た め 何 優 病 に 吹 り た る 動物 に 於 て も 移 値 せら れ た る 肉腫 
の に は 健康 な る 動物 に ける ミ 大 差 な 示す. 

(第 5 表 照 ) 

賞 験 4 ミ 同 一 飼料 に て 飼育 し た る , 4 和 群 の 白 節 に し て 第 1 群 は 其 の ま > 
2 1 第 3 2 時 間 第 4 は 3 時 間 郊 日 光 に 
直射 せしめ つ s US LID AMO BAIS, Pid BABE, 


や に 就 て 種々 の 飼料 に THAL-ARIHTÄRZITUT AL, 何れ の 場合 
に 於 て も 其 の 影響 を 認め 得 さ りき . 

タ ミン A ( 此 に 用 ひたる ヴィタ ミン A 中 に は Vı ar 
を 行 ひ た R. D. Pa- 
SSEY & J. L. WOODMANN a» 及び W. CASPARI & F. OTTENSOOSER (3) 
等 の 結果 に 依る も 影響 を 認め さり き ミ 言 へ 0. 

動物 中 の 新陳代謝 の 不調 に 依り 
育 は 殆 ご 同一 な た なぁ を 知り た め 

此 の 試験 を 行 ふ に 際 し 終始 御 な る 御 指導 賜り た る 鈴木 梅 太 博士 に 中 
原 博 士 に 深謝 の 意表 す , R, 肉腫 の 移植 は 全部 菓 研究 室 の 梁川 兵 の 御 助 力 に 佐 れ り 


a 
= 


244 


x ORK 
1) Luigi Barelli, Zeitsch. für Krebsforschung. Bd. 29. Heft. 4. 1929. S. 376. 
2) R. D. Passey & J. L. Woodmann, J. of. pathol & bacteriol Vol. 28. No. 2. 
1925. 3) W. Caspari & F. Ottensooser, Z. f. Krebsforschung. Bd. 30. Heft. 
1. 
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| B 
1 週 2 
| 323 50-56 中 度 
897 50-60 度 
| 
| 399 46-55 
| 
| 
. ee 354 50-61 
357 451 
Pr ea 359 2-53 中 度 
| 360 51-60 
| 
| 
€ 
962 50-08 
| 
| 
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度 

520 48-60 中 度 

321 40-50 度 

% 396 50-61 度 

| 340 5C-57 中 度 

343 52-67 

| 345 47-51 度 

347 45-54 中 度 

5C-59 it 
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第 五 # Taste V 


13 2 if 


| 
| 544 41-50 中 度 @ 
| 
| FAR = 9 庶 2 
I 546 40-54 30 ” ity % 
| 
| 547 42-55 SB 
| 
| 529 37-67 45 ” ” る ee 
| 
| 530 35-63 . 
| 
53 40-50 30 照射 1 時 間 軽度 ° ar 
| 
535 41-58 な し og 
537 45-57 照射 2 時 間 - 
540 36-53 照射 3 時間 
IV 542 45-57 ” » 
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『 デ チク ロロ エチ スル の マッ スタ ー ル 
BRIEF 
The Modifying Influence of dlichloroethyl Sulphide on the 


Induction of Tumours in Mice by Tar.by I. Berenblnm. 


(from The Journal of Pathology and Bacteriolozy. Vol. XXXII. 1929) 


OD FES AO DEO, 正常 の 皮膚 よ 
公表 し た (1929). HOWE 
RES FEAR し 得 な か つた , それ に は 二 つ の 理由 が ある , S-LERZIEICH 
素 を 以 て の 氷結 は . それ だ け に て 腫瘍 を 誘 事 せしめ 得々 こ ミ が 明 ミ な め り し こ 
第 二 に は に 氷結 ミタ ー 擦 ミ を 施せ る に て は , ター ル は 不可 
A CRD O, その 結果 は 複雑 ミ な る ぁ か ら で あ る , 大 抵 
の 郊 腫 は 中 心 部 の 周 線 に 艇 生 し , 僅か の も の が 良く その 外 方 に 出来 る が . 
中 心 部 に は 決し て 長生 し な い ( 該 部 は 氷結 ミタ ー 診 擦 ミ が 同時 に 行 は れ て 
居る 場所 で ある ). 

ー ル せら れ た る 部 を 越え て る に 起 複雑 な る 結果 は , 
ター ルミ 混 じ 得 られ る 化 物質 以 て 皮膚 を 埋 すれ ば 防止 れる. この 
目的 に dichlorethyl sulphide (mustard gas) の 稀 液 を 選べ り . ター ルミ must- 
ard gas ミ の 混合 物 を 皮膚 に 塗 擦 すれ ば , ター ルミ 接 鯛 する 皮膚 の 何れ の 
部 も mustard gas OMIESEAISMAD CHS. mustard gas を 使用 せる 場 
合 の 特 跡 は , 雪 基 炭酸 を 以 て の 氷結 を 繰り 返す 時 ミ 異 な り , 之 の み に て は 以 
下 廃 明 す る が 如く 腫瘍 の 遂 育 を 促 る さ な い . 

濃 き mustard gas KKHBRUFERODTER S IRA TH 2, 僅 日 の 潜伏 期 後 
REL. その 治癒 は SRA を 要する , mustard gas 
を 充分 に 稀 蘭 し , その 小 量 を 皮膚 に 接 含 せ し む れ ば , 非常 に 軽度 の 反 應 が 起 
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て 場 免れる. AIK, Feb 0.1% must- 
ard gas LED ROK. MA 
起り , 敷 日 後に は 皮膚 は 僅か に 肥厚 し , 消 か ミ な り め り , META, BAM 
に は , OPEAKISIE 但し 毛色 の ある マウ ゥ ウス で は 再生 する は 
屋 て 白色 ミ な る . ある 場合 に は 反 應 が 更に 旨 い こ ミ が ある . 此 宣 験 は 稀 潤 な 
る mustard gas を 使用 せる 後 、 種 々 の 期間 に 動物 を 林 し , そ の 皮膚 を 検 鏡 
UTHES:EHENDTHZ. mustard gas ミタ ー ル ミ を 同時 に 皮膚 に 浴 擦 し 
た る ぁ る 宣 験 に 於 て は . 前 者 を 後者 に 千 分 の 一 の 割合 に 附 加 し た .、 WAG PIS 

(Ed VE 

40 LOO= bKOM < MAL, 0.1% mustard 
gas BBV 3d mustard を 附 加 せ 
DB). HO. その 1 に は ター ル の み を し (ター ル 
HARP). 他 に は アセ トン に 0.1 mustard gas 
擦 し た (mustard gas RED. 

塗 擦 は 均 1 週 に 1 RL, RD 

毛 を 鉄 に て る 限り か く 刈り て , T 
を 防止 し た . 
AMO TEORADUL まつ た . TH 
Mp b 50 週間 績 けた. mustard gas TE 5 ED 
初め か ら 56 週間 生き 残り たれ, BIS 50 週 以 上 行 な わな か つた 大 き な 
第 1 表 50 週 


| ター ル | に must- 
ター ル | ard gas た 加 へ 
| 


PEA O — 12 3 週 27 周 
第 33 週 に 於 て 生き 残れ る も の … 18 24 
fa I= CHEM DY し も の ………… 18 9 
洗 腫 生 る も の 残存 100 % 8% 


悪性 腫瘍 が て し さ 5CHAALI, 三 の ャ ゥ ス は た . 一 を 
DAO VER Te. 腫瘍 切片 を 検 鏡 し , 腫瘍 が 筋 層 に 波及 せる もの を 


| 
4 
1 
4 
| 
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| 
7 
| 
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mustärd gas 
第 1 fil Wecks の 40 Pir 


その 中 若干 の も の は 
験 の 初め か ら 56 週 
間 生 存 し た れ ご 
LD 
得 な か つた .。 ター ル 
に mustard gas を 附 
加 せ る ぁ も の を HOB 
へ LB せ ぁ も の に 
於 ける 題 微 鏡 的 裳 化 
は , 血管 が HAL, 

WHT 
を 除き て 
は , 
探せ し 場合 の 早期 裳 
A: % 化 ミ 同様 で あつ た . 


59 


B : ター ル に mustard gas 加 せる に 於 ける Mal 

22 に て 83 週間 生き 
C: SAFES LOR DHS TO 7 
D : タ ー ル に mustard gas 4 4 > DBA OL 


ARU SU BAC AHO た れき も = ルル に 


な を 表す mustard gas を 附 加 
せる も の で 慮 置 し た る ぁ る マッ ウゥ ウス に は 殆 ん ご 不感 性 で あつ た . 此 の 宣 験 成績 は 第 
一 表 ミ 第 一 岡 に 要略 し て 置く . 

LO 0.1%0) mustard gas を 附 加 せる も の に は 
— LID RSD, 此 場 合 二 , 三 の も 
Dike 

EO mustard gas anti-carcinogenic (£2 
れ が ター ル に ある ろ る 作用 を 及ぼ ほす に 起 る の で あぁ る か 印 も 
作用 が 妨 止 さ れる ぁ の で ある ぁゃ か , MIS L DEE 2 — 
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LOAD CH AY OMMDE AD. し て 次 
の を 行 つ た . 

(7) mustard gas の 作用 部 位 

此 の 宣 験 の 眼目 は マウ ス に ター ルミ mustard gas ミ を 塗 擦 する の で ある 
が , WAS, 同時 に 相互 に 作用 する を 避け ん ミ あ る に あつ た . MS OUCH 
BROW LS その 止 作 用 は mustard gas が 動物 に あ 
ほす に 依る ぁ ミ 断定 する も 不 合 理 で は ある まい . 

之 の 次 験 に は 150 匹 の マッ ゥ ス を 使用 し て , 第 1 群 の 50 砲 に は mustard 
gas (0.1 を ァ 7 ァ セ トン に か せ も の ) 及び ター を以て 3 玉 日 の 間隔 
を お いて 交互 に 塗 し た (ター ルミ mustard gas BRC AR). 
HRS UTIL 50 0.1 の mustard gas か を 含有 する ター 擦 し 
(ター mustard gas を 附 加 せ 50 DAL 
Lt. (4 — 

mustard gas 3-7 eRECAS UT 
く 不 條 理 を 除外 せん ミ し て セト Ute. 27 

HO AER MHS FH 2 表 ミ 第 二岡 に 訟 明 せ る ぁ が 如く . mustard gas ミタ ー 
ルミ を か 交互 に 塗 擦 せる ぁ 群 に は 3 LTE, ター ル に mustard gas を 附 加 せる 
SOU l=, に ター を の みか を 用 ひたる に は 33 
Lt, 世 くし て mustard gas の 少量 を 癌 逆 生 作用 ある ター ル に 附 加 すれ 
ば , 殆 き 完全 に 生 は 抑制 され ぁゃ こ ミ が 確 め られ る . 


第 2 27 週 


{ 
mu- 
| stard gas } 


om 


ター ル に m.g. 


(108) 163 19 3 週 
10 週間 生存 せ し 動物 粗 | 47 46 ar 
結局 の せ し も の の | 35 | 3 2 
同 前 2 64% 44% 
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mustard gas ZI EMI H KIEL 
が 最早 を する ター N 
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第 2 hel 
% 
100 
( 〇 ①: タ ー ル と mustard gas ょ か 
80 変 互 に 塗 擦 せ る も の / 
®: スー ル に mustard gas か 添 
加 せ る も の 2 
eo UPAR BE / 
40 
| 
x 
| 
5 lo 15 20 25 2 
の 百分率 か 示す 
( ハ ) 種々 の に 於 て ター に mustard gas OPEB 


る 結果 す る OWA OW 
間 後 に 市 め て 現れ る ぁ も の に し て , 此 の 期間 は ター ル の 品種 ミ そ の 塗 擦 類 回 敷 
に 依り て 多く 一 定 な ぁ こ ミ は 確定 的 の 事 あぁ, FEO AH 
人 に あら ず すし て , HS 
も の ミ へ られる. 

LEITCH (1922) は 世 か る 見 解 を 支持 する に 足る 密 験 を 行 つ た , 印 ち 彼 は タタ 
ー 擦 を 前 の 終り 頃 に 中 止 す それ ば 導 出現 前 に 一 ET 

な いな ら ば , これ は mustard gas pH 4 ih CCHS TORE FT 
る の か も 知れ な い , HO, YRS 
gas に 依 0 抑制 され る 可能 性 も ある , Mis THEO, 
X mustard gas ERS TAH OBART 
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第 3 表 30 週 
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| 2 | 29] 29 
13 週 後 生き 残れ る も の ua a | ss | 4 
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* SS EY HE 


等 の 可能 は mustard gas SG 
ある 時 日 迄 は せ ず し て , AM O TRS 
る ミ が 出来 た 150 5 後 に 25 
Zi 2— mustard gas を 添加 せる も の 1 
1 塗 擦 し 績 けた (BAP). 此 れ ょ より 3 25 出し て 同 
様 の 置 つた (第 二 群 ) , — HR 
擦 し た ぁ る に , LI. HO O Ra, 
か ら 25 My>ROWE-TaA—x\2 mustard gas を 加 へ た る も の を 塗 擦 し 
BZ, 他 の 25 ぇ 擦 か 績 けた (BED, 
言 す れ ば , 

5 週 以 後に ターx に mustard gas を 添加 した. 

第 二 衝 以 後に 

第 四 群 初め か ら 2-7 OARR 

第 3 表 に 示す が 如く , 第 一 , 第 二 , 第 三 群 ( 何 れ も タ ー ル に mustard gas 
を 加 へ た ぁ も の を 種々 の 時 期 よ め 擦 し た る ぁ る も の ) BE 
し た る ぁ も の は 少な く ,。 タ ー ル の み を 塗 擦 せ る 第 四 群 に は 12 PCI PEND HE 
Lik. 興味 あぁ は 第 二 , THM 2 — 
群 ミ 同一 な なぁ ここ で ある . 第 二 , 
等 の 群 中 の 1 2 HS TIS, 出現 へ の 化 過程 が タール に mou- 
stard gas を 添加 せる も の に て 代用 する 頃 に は 最早 可 成 り 進 捗 し て (目撃 は 
出来 な く ミ も ) 其 の 抑制 作用 が 無数 な り し ミ 解 竹 出 来る 、 HOREARES 
すれ ば , H—HS mustard gas を 黒 初 か ら 添 加 せ る も の を な 塗 擦 せ る 場合 ミ 
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ター ル に mustard gas か 添加 せる も の た か 種々 
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同様 に 開腹 の 第 一 出 
AT LS 
に な る . 最も 興味 あ 
る は 第 三 群 の 成績 で 
HA, MORE の 動物 
は ター のみ を 11 
FED THE 
する も の で HAI. 
其 れ 以後 は mustard 
gas 
MUS 
に , 大 抵 の も の に は 
腫瘍 が 遂 生 し な か つ 
た . BEO 成績 は 第 
3 に 剛 せり 
mustard 
gas 
へ の 
Mill し 得 
O70 > 明確 に 
断定 出来 る . 
KO mu- 


stard gas は ター ル に 作用 する の で は な く て 動物 に 作用 する こ ミ が 確 め られ 
若 し タ ー ル に 作 ATS EOE (49> mustard gas DE 
BE FASTA), MHA 
る 可 き で あり , RH 11 THB 
せる 皮膚 に 腫瘍 が 始ま る を 抑制 する ミ は 期待 が 出来 な いで ある 5. 


% 


mustard gas BEL COMBA mustard 
gas O CRAG FEM OMT OSS, L 
て 起 ゃ 腫瘍 に 如何 に 影 畠 する か を 検 す る こ ミ で あつ た . FOLK mus 
が 解 つ た , BEL/EG, mus- 


tard gas TIL 
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tard gas の み に て は これ を A 
B70 CI KVAMSHORBA A 要因 な る こ ミ が 解明 せら れ た か ら , & 
FO MD (交感 切除 に 依 る 充血 方 法 ) の 成績 ミー 致す れ ば 
此 の 成績 は ある 偵 値 や 有する こ ミ に な る で あろ . 

A— TORRES FE 22 AET (KREYBERG, 1927), 市 川 
及び Baum (1924) 何れ も 結局 は 
モル モッ ト 及び ラッ テ に は 反 な き を し た , REIL 
れ か ら (PRICIER O LIED ORD) FE 
— BA > Ute 

むる の が 可能 だ ミミ すれ ば , それ は 確か に 血液 供給 の 増大 が 第 一 要因 な る か を 
暗示 する も の で ある 5. KOTZAREFF (1925) = REMOND, BERNARDBEIG 
SENDRAIL (1925) は で 交感 を 除去 し て 2 
ー 擦 を 返せ る に 反 よ も 該 操 作 施せ る 例 に Ut, 
fal CARIN THRU AULER (1925) (48 ¢ RE 

し 得 ぁ は 記 した. MOMS, 
の 結果 は , 是 等 穫 験 方 法 の 何れ か に 於 て , 若しくは 雨 者 に 於 て 一 要因 が 他 の 
も の ょ 0 も 欠 分 に 調理 せら れ た る ミ 意 義 付 け ぁ る ろ こ ミ に 因り て の る み 解決 出来 
A. 交感 切断 し , MRT AS, 一 般 に 充血 を す が , 何れ の 場 
合 に も , 生 ター に する 反 に 感 する 皮膚 の 周 園 に 他 の が 
(但し 者 の 場合 に て く 同 一 な も の で は あぁ る まい ), され ば 充血 ミ 
誘 の 可能 性 は 此 等 験 に 用 せら れ し 方 法 に 依 て は 決し て 解 
決 せ られ 得々 も の で は な い . 

だ が , 動物 に 作用 し て , 其 の 皮膚 し て 敵 藤 生 性 ター に 反 應 し な く な ら 

し め る 物質 が 人 姜 見 せら れる れ ば , それ 自身 ミ し て 興味 ゎぁ の みな ら ず , ICME 
DBR EOWA IBIS DRS の 問題 の 解決 に 重要 な る ぁ る も の ミ な る で あ 
53: 

an Mk APMED mustard gas に て 抑制 可能 な り ミ すれ ば , HO 
作用 に は 婚 分 特異 的 な ぁ も の な りや , 或 は 其他 の 刺 載 が 相似 た ぁ 形 に て 作用 
し な く な る の か 計 や の 問題 が 生ずる . 

KENNAWAY (1924) 氏 等 は , ター ル 敵 長生 問題 を 解決 せん ミ し て , ME 
性 ター に 非 性 ター か を 含有 せ ざ る ある 成分 を 探究 し た , 2 
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に 理由 の ある ミ で ある し 匠 抗 性 素 anti-carcinogenic azent DH 
S A. 

(1), mustard gas 0.1 Bisa — rn に 附 加 すれ ば , A- DE 
WET 2. 

(2), mustard gas の 此 の 抗 癌 性 炒 力 は, それ が 動物 に 及 ほ ます 作用 に 基 
因 す る , 従 つて 皮膚 は 最早 ター に 反 應 し な く な る . 

(3), SB - 1 11 週 に ター mustard gas 

RSE AED G 命ぜ られ た の は 約 歳 前 の こ ミ で ; 今日 迄 延び 
TLE HE A TH BD). 
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雑 報 


DEBS ミ し て す . 
1. 


2. ORS 
木村 理事 長 


3. 議 事 
副 推 に 開 す る 件 
AT ABE S LC CHER AL SCHE 


2 EB (第 七 報 )”. WROD, 森本 茂 喜 , 塚原 重雄 共同 研究 外 十 
題 の 報告 


分 武 事務 官 等 を へ させ られ 御 臨 場 , 本 り は 長 頭 , 
HAMS, AMF. 宮川 、 南 各 理 事 , AB, 柴田 知事 , 佐多 , 
HAA ARS EM FR, AR, 高安 , WA, 
博士 、 村 田 日 本 病理 敷 名 の 御 出 迎 , 
Walk A, 


6. SE MARE 
E 
— 
EB Ze KIRO O ALS 
を 見 る を 得々 は 予 の 不快 ミ さす る 所 な り 


| 

260 
| 
k | 
| 

| 
| 
| 
q 


SOT ROCKER HF HOOD MOM 

RA NEM IK N 
oA LT 

1A 


= 


Store -< 


7 BEX 


= EX 

REN 勝 へ ず 員 一 同 同 心 協力 理論 治 
A Fes ミ こ 期す HATCHET 
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腫瘍 の 研究 は 分 業 的 に 多 方 面 に , A 
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AUS 6, ESL, に 人 間 腫 を 材料 ミ 
Bs AAO MMR THEBIEZ HE O LOO FG 
THUY 腫 , 肉腫 , 腺腫 を し 
EL, 潜伏 期 を 明 こ し , よ りす ら も 状 得々 こ ミ , 
MOM ANG SO S OS. 
NEIL TIERE U EBENDA, 一 定 の 上 性 々 質 保持 し て 増 殆 す 
る こ ミ , 腫瘍 細胞 に 運動 能力 あぁ こ ミ 等 , 其他 も 韻 明 せめ. 

ふ に 動物 に 於 ける 今 日 の 深 な る 研究 成績 は を 直ちに 人 
に 適 麻 す 可 ら ず . 必ず や 雨 者 の 精細 な る 比較 を 要 す . WORRIES TH 
OSD, 先 人 の 研究 猫 基 だ 僅少 な ぁ る 面 
に 於 て 人 間 腫 瘍 細胞 の 生物 = 形態 好 的 性 情 の 知見 に 寄 豆 する 所 少な か ら 
ず , 授賞 に 値する も の な 0 の 0. 


BREA 
藤 
博士 BMW 
BEM: 木 村 


SRERT 

授賞 式 終了 後 宿題 報告 に 移り 9 た る が 


宿題 報告 演説 
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報告 を 試み ぁ れ た のり . 


1 

中 原 和 郎 , 二 十 二 題 を 演 し 
に 其 く し て 終局 を 告 け た 0 め . 


FER® 

昭和 五 年 三 月 二 十 日 , 丸の内 , ARTHAS CMA GES, 出 
席 者 の 如 し (1 ハ 順 ) 

we, 高橋 明 , 高橋 信 , 都築 AR 
, 草間 , 松山 陽太 郎 , 増田 義一 , 二 木 謙三 河 
Allah, 木下 正中 , 宮川 米 次 , 南 
KU, 不二雄 , RAL, PSR, 
杉本 東 造 の 各 評 議員 鈴木 
S&, 中 原 和 人 郎 , 山川 保 城 氏 等 . 

MS, 次 いで , 評議 員 正副 
長 の 選 行 ふ 所 宮 す . 此 時 金杉 評議 員 自 席 よ 年 末 臨時 評議 員 
於 ける ミ 同 様 , 森村 箇 評議 員 長 に せら れ た き 所 を 提案 すれ ば 一 
STL, 次 回 に 決定 す こ ミ ミ な れ り 
. 

次 いで 協議 に 入る . 

協議 事項 

第 一 議案 昭和 四 年 度 決算 に 開 す る 件 

木村 理事 長 よ り 訟 明 あ り 異 議 な く 可 決 . (昭和 四 年 度 信 計 報告 は 「 癌 」 第 

十 四 年 一 報 掲載 す ). 


財 園 法人 和田 人 和 mh 衣 
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報告 事項 

癌 研究 及 治療 所 建設 獣 況 に 開 す る 件 

木村 理事 長 よ 9, 癌 研究 及 治療 所 建設 事業 に 開 す る 和 寄附 金 募集 の 成績 其他 
に 付き 廃 明 ぁ な し 且つ 和 寄附 金 募集 に 付 希 望 す る 所 あり た のり . 


MAE AS SHES, RAT, 
木村 理事 長 , 佐々 木 , 宮川 , 南 , BERRA BREE, 森村 , QUST, HE 
報告 事項 
四 , 癌 研究 及 治 療 所 建設 に 痢 する 件 

協議 事項 
—, 
=, ot 
A, 

A, RECENT 

u, 授賞 論文 審査 決定 及 賞 金 に 開 す る 件 

N, 出張 族 費 に 開 す る 件 
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Sag 
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KEBROBERI 
所 に 登記 申請 を 了 す . 


冶 研 究 所 及 治 療 所 建設 趣旨 書 

ROG CH SHOR ARAM も 熱心 な る 多 方 面 よ り の 研究 に ょ つて , 今日 
或 ぁ 程度 迄 は に する ぁ こ ミ が た 様 に 思 は れる , 
OSD. BUS DAC EHO BANKS 
BONDS SLED, BAM 2 
OMA SENT, KU N 
生 の 上 に 及ぼ ほす 影響 の 如き も の が それ で あり ます . BOCHOBRARM 
可 な め り 明 ら か に な つた 様 に 思 は れ て 和 僚 其 慮 に 不明 の 因子 が 存 す AI ミ は 
TARLNZOHELHH ET. 到 族 腸チフス 症 ミ チ フ ス 菌 , 結核 症 さ 結 
症 ミ スピ ロ ヘ ー タ ミ の 間 に 於 ける 様 に 因果 , 病 症 の 機 
HUT, CHICO I THEA CH OKT. 

原因 の 明らか に な つた 病気 に て は , BM WEE 
で , UTE AR UTI SOSE ERO BE 
SM ANER F 7 2, 赤痢 
結核 そ れ で あり ます が , MOMMA THEM THOM 
者 が 年 々 増加 し て 居る ぁ る, それ は 本 病 の 原因 が 充分 に 明らか で な い 外 め に 有 
RIS RD TH る の は 申す 迄 も あり 
ませ ぬ , THEO OHO 
ある こ ミ が 知ら れ , HOBMAAKOMME GS AS LSCH REIF な つ 
て 居り ます 米 最近 十 ヶ 年 間 に 約 六 十 
は れ て 居り ます , 日 本 に 於 て は 統計 局 死 因 統 計 の 示す 所 に よる ぁ る ミ 明治 三 十 
九 年 に は 二 高 七 千 二 百 八 十 六 人 , 四 十 二 年 に は 三 高 千 七 百 五 十 三 人 , KE 
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十 三 年 に は 四 高 千 三 百 二 十 人 で あつ て , 人 口 増加 に 比較 し て も , 徐々 で は 
ある が 年 々 増加 し て 行く の を 認め る ろ こ ミ が 出來 ます . 此 の 増加 の 原因 は 獲 | 
高 ま つ た こ ミ に の みよ ょ よる の で は な く て , 
際 敷 が 増加 し て 居る ミ 思 は れる の で あり ます HORLARTH 
OTH OT. 
癌 ミ 言 へ ば , AO BO BNE 
向 が あり ます が だ が , S AH BE 
迄 は 完全 に 浴 窒 させ る ぁ こ ミ が 出来 る 様 に な り ま Liz, 印 ち 基 の 一 は 外科 的 
治療 で , 早期 に 診断 が 出来 れ ば , it 2 SMOFLKOTERIHIHL 
"て 治 癒 を 来 すこ ミ が 出来 ます が , 然し 此 の 早期 の 診断 が 多く の 場合 却 々 に 


RMETCHAISDKRSTBEATHHLT. 其 の 二 は レン トゲ ン 及 ラ ヂ ウ ム 
等 の 照射 療法 に よる の で あり まし て , 此 の 方 法 に は 殆 ん き 何 等 の 危険 が な 


い ミ 言 ふ る て も よい ミ 同 時 に 病 症 の 早期 の も の に は 勿論 , 既に 病 症 が 進行 し 
た も の に も 施す こ ミ が 出来 て 其 の 治療 成績 は 約 †ー ニ 二 交 位 は 完全 ミ 言 
ひ 得 る 程度 の 治療 を 招 浴 する こ ミ が 出来 る の で あり ます , 是 等 の 照射 療法 
は 腫 以 外 の に も 勿論 作用 LA FO 
WKS TS, 其他 の も の に は 治 に 作用 する の 
は 勿論 ふ 迄 も る あり ませ ぬ , MIC DML 
| 例 へ ば , LA BA LEED 
iy OBA AMCH OSS, 此 様 な 第 で あり ます か ら , BOK 
AANA TSH, A, MISES LU & O 
TE IED, 同時 に 色々 工夫 し て 治 
療 方 法 の 改良 を 計り 以 て 起死回生 の 幸福 を 得 さ せ DI THD THE DAR 
で お も わり 。 

EIERN 四 十 一 年 の 創立 以来 事 ら 有志 の 寄附 に ょ り め SHAE 
の 研究 者 に し て 研究 費 を 補助 し 叉 優秀 論 授賞 し , 機 雑誌 
管 本 邦 研究 の 達 の に 微 カ を つ ゝ ありま 
る に り まし た , BAL OMS UTREOEF 
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見 る に つ た の は , BERBERA KO OM 
が あぁ つた ミ 信 じ ま す , UY SEN FF 
ム を 購入 し て , 東京 大 属 雑司 ヶ 谷 の 分 院 の 一 部 を 借り て 小 
規模 な が ら 治 療 を 行 つ て 昨年 迄 に 治療 し た 患者 敷 は 千 六 百 寺 六 人 で あり 
ALT, その 治療 成績 も 赤 題 療 な ぁ こ ミ が 知ら れ , 次 第 に 一 般 よ り の 信頼 
TCH EC PAG LO > H DARTH ORT. 

SR GE HED S する に は の 不足 勝ち 
て の 防 撲 減 方 法 を 講 し , BSI MOR 
DIRE CTHO O BE L, 適 な る 治療 を 施す 様 に する こ ミ が が 目 
あり ます が , HOPPE KLOTH HS 
TD 5, RHO BW A SA 


RRS 
御 下 賜 金 金 一 萬 園 也 


研究 所 及 治 療 所 建設 指定 寄附 申込 芳名 ( 昭 月 ) 


年 Al & 名 
同 1.000.00 高橋 源太 | 
mad, = 500.0 | ・ BE | 
同 | 500.00 | 本 多 TR 上 


4 
= 
i 
) 
] 
| 
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年 & 名 

昭和 四 , 十 | 1.000,00 田 村 | - 

fal 2,000.00 KH 徳 GR 

fal 2,000.00 Emı | 

fal 2,000.00 

il 1,000.00 BR 高 木 
4 同 |15.000.00 | 
2 fal 2,000.00 南 大 上 
4 fal 100.00 中 原 和 | 
MA, 一 50.00 m m zum 
同 500.00 A | 

同 300.00 RRR | 
fal 1,000.00 — | 一 時 
同 2.000.00 | 安田 修 事 長 | — 
1 al 1,000.00 田 中 | 
fal = | 1.000.00 南 條 金 | 
fal 1,000.00 Me ie = 吉雄 | 

2 fal 500 .00 AGRE | 
: fal 500.00 鈴 木 島 
fal 1.000.00 Sl = ABRE | 
ial 2,000.00 = | 
jal 1,000.00 大 倉 和 WR | 一 
fal 1,000.00 E | 
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aaa a 


月 | & 氏 名 
100.00 高 田 m RR 
50.00 Wig HERE 
100.00 市 川 ER 
100.00 佐 
100.00 白 # FR 
300.00 株 式 
50.00 F 式典 
30.00 田 永 
300.00 BB Mm CR 

50.00 Hr TE RR 

10,000.00 近 藤 
500.00 
300.00 青 山 
50.00 定 
200.00 a» M BR 
500.00 瀬 川 CHER 
100.00 西 山 fa 
2,000.00 本 HR 
100.00 森 
5.00 je 子 四 BBR 

四 300.00 xX H 
500 .00 内 久 

1.000.00 HR 
200 ,00 


同 上 
時 納 
ニタ 年 
3 
同 上 
| hit 
同 
| Im + 2 
| = 
| — 
| 同 上 | 
IA 
同 上 
同 上 
- 
時 
時 
| 同 上 
| 
F | 


fal | 200.00 松 本 留 GR m 
5 | 50.00 AH BR | m 上 
同 1.000.00 木村 PARE | 
同 | 50.0 | - 
| =H | 300.00 明雄 | 上 
fal | 1.000,00 mE 上 
fal | 10.00 We | 
ie 5 20,00 ME 名 氏 
同 2.000.00 山 本 | 
Ht 
癌 研究 所 及 治 療 所 建設 寄附 金 領 政 報告 
(昭和 五 年 五 月 迄 の 分 ) 
1.000.00 ıı E 路 (一 時 納 ) 
500.00 島 村 (hl at) 
200.00 AWE ( 1.000.00 > 
500.00 本 多 春 子 EM 


1.000.00 
1.000.00 田 H 

。 100.00 中 原 a 

1.000.00 — 

10.00 

100.00 KOCH 

| 500.00 Be EB 
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00.00 (一 時 納 ) 
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SEA RE 
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m M 
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大 & Fil 
A 
沼 
AH x 
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A TA 
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BR (第 二 回 分 ) 
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(fal 
FERS ( 同 2) 


(200.00 = 


RR (第 三 回 分 ) 


(2.000.00 ヶ 年 一 回 分 ) 


(一 時 AN) 


BORE (1.000.00 十 回 分 納 第 一 回 分 ) 
(500.00 


pies (一 時 納 ) 
(al =k) 
(i 
(inl 
(al 
(fl 
(fal 上) 
wee ( 同 


Bez (100.00 二 同 分 納 第 一 回 分 ) 


KER (一 時 納 ) 


(第 四 , 五 分 納 ) 


宏典 (一 時 AN) 


(一 時 納 ) 
WER (一 時 納 ) 
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1,000.00 4 
300,00 
10.00 
50.00 = 
500.00 
50.00 a 
500 .00 
100.00 
100.00 
10.00 2 
400.00 | 
500.00 
100,00 
1.000.00 
200.00 
100,00 
30.00 : 
50.00 
100.00 
3 
500.00 
20.00 
100.00 
500.00 7 


. 


100.00 
100.00 
500.00 


.000.00 


100.00 
500.00 
100.00 


財 園 法人 ANKER 


fit er (一 時 納 ) 
復 (300.00 ヶ 年 第 一 ) 
循 


ENE 


一 (1.000.00 7. > — 

EX MER (500.00 F. SERRE 

雄一 (一 時 納 ) 

正 We (— & Ah) 

名 R 
藤 ERE (800.00 = — 
EA (一 時 納 ) 
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萬 千 五 百 十 五 也 


研究 附 金 報 告 
(昭和 年 一 より の 分 ) 
A Aj MERE (600.00 > POLE) 
Bm (500.00 同 
(2.500.00 Fi. > DU 
原 (10,000.00 十 ヶ年 第 二 回 分 ) 
Ax TA ORE (500.00 Fi. > Zp) 
K GE A AGRE (2.500.00 
百 瀬 一 -E (500.00 ヶ 年 四 回 分 ) 


ニ 和 百 園 也 
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300.00 # 
150.00 馬 
200.00 
100.00 
1000.00 
4 10.00 
20.00 
100,00 
50.00 
2,000.00 
q 
tt 


同 四 十 二 , Ju 100.00 Ir | 

同 四 十 , 500.00 @ it | 

同 250.00 - 2p 

同 四 十 四 , 200.00 | 

同 Jt 100.00 Bit 立 

同 四 十 , 100.00 方 E iin 上 

同 200.00 EA | 上 

KEZ,M | 1.000,00 ow MK ARE 上 

同 六 | 1.500.00 ERE 上 

KE=,= | 1,000.00 2 x ERE | 

In] 50.00 田 増 

同 四 100.00 | 上 

同 700.00 木 下 TE | 

fal 200.00 田 

同 100.00 Sit 森村 市 左衛門 上 

同 - 100,00 村 上 

fal 50.00 = 

同 100.00 z |m 上 

A 50.00 # F 

fal 100.00 山 RM 

同 50.00 E if 一 

同 30.00 mH m 上 

fal 50.00 田 村 

fal 10.00 AS ARBRE | 

inl 50.00 RACHA | 
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#3 


| 


年 月 | 人 を 名 
KEE, 五 | 1,000.00 # 一 | 
同 =| 50.00 om 上 
同 | 500.00 本 多 上 
同 | 20.0 = |m 
| 50.0 伊澤 | 
大 正四 , 三 | 2.500.00 | Grem 
同 200.00 田 BR | 
fl | 10.000.00 | エケ 年 
同 2.000.00 服部 金太 | 上 
+ | 10.000.00 | 
fal += | 1,000.00 = ABBR | エタ 年 
| 300.00 WE AB | — 
AN 10.00 BK @ 
KIER, | 150.00 =e コ 
同 JL | 5.000.00 Wet iw | 
fal -+-— | 500.00 松 方 — 
同 | 1.000.00 松 原 重 Be mw 上 
同 zm 同 上 
大 正六 , = 391.46 小 bk OR TR 
fal py | 1.500.00 
同 200.00 林 英 | 
KEL, | 100.00 de 村 
同 fi. 300.00 原 時 
+o 500.00 it 森 村 


: 
4 
te 
} 
: } 


氏 名 
大 正八 | 300:00 WE ER 
a = 200.00 ABER 
fl | 10.000.00 田 中 
同 + 200.00 EM 英 
fl + 1.500 .00 RP 
同 五 500.00 
— | 15,000.00 
同 1.000.00 PS BF = 
同 1.500.00 財 園 法人 AA 
同 1.500.00 fl 田 AR 
同 100.00 AHA 
同 500.00 今村 和 
同 200.00 > BAEZ 
同 1,000.00 NN OB 
KEN = 50.00 “FAY 
fal + 50.00 EM + 7 FRE 
— | 3.000.00 川 崎 
fl | 100.00 恒 AR 
同 | 100.00 ak FA Al Zr 
同 500.00 BA 
fal 500.00 Ve URE 
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fl 7s | 2.000.00 
5 200.00 本 & we 

fal 5.000.00 AR 
fal 3.000.00 th = 
同 500.00 


- EM 
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同 上 
同 上 
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同 上 
mM OF 
— 
上 
同 上 
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同 上 
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m. 
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A + 
同 上 
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RK 名 摘 要 
大 正 十 一 , * 500.00 AE Bt | 
同 500.00 本 多 RB 
同 500.00 長 奥 AR | 
同 500.00 木 村 | 上 
同 500.00 fi 上 
同 500.00 RGR BK HR m 上 
fal 500.00 田 ER | m 
同 2.500.00 | 
同 八 500.00 m 橋 RR im 上 
同 100.00 fa B= 
同 25.00 Fl EIR|m 
同 100.00 高 IW 長 FR | 
同 500.00 fk K 
同 500.00 "= 勝 DE |m 
同 | 100.00 = | + 
大 正 上 八 | 100.00 | ヶ年 
同 | 500.00 fi | 
5 | 500.00 百 瀬 一 
ll 100.00 持 田 
同 | 1.500.00 | m 上 
KEt=,— | 1,000.00 田 島 
== | 200.00 RW HR | t 
同 | 1.500.00 財 園 法人 ER | 
同 四 | 1.500.00 = HM 孝雄 im t 
同 | 10,000.00 ve FA X | 
fal | 500.00 = HR  m 


= 
3 


500.00 mit 3h 直 | 
fl 八 600.00 下 飯 坂 長 政雄 | 

+ 200.00 mM 八 ER 

同 1.000.00 IB 佐藤 郎 | 上 

同 100.00 西 山 信 HERE | m 上 

同 200.00 m | 

500.00 ARE PURE | 

200.00 AE Bt 

m +t | 300,00 — + 

大 正 十 四 , — 500.00 AH 幸 BR 上 E 

同 = | 15,000.00 | 

同 500.00 RK Em | 

fal 八 | 15,000.00 = | 

同 A 200.00 A MRE | + 

同 1.000.00 re MR Mm 上 

同 1.500.00 財 園 法人 | 

fl +— | 1.500.00 大 和 mm 

同 1.500.00 

大 正 十 五 , 一 500.00 | 
同 2.500.00 KG HA 上 

同 500,00 PA 大 上 

同 500.00 AR | m 上 

fal 500.00 7X TA m 
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5.000 
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.00 
.00 
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Al Me 
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も 
NER 
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BE 
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局 上 
m 


CRO 
志 に 依り 


同 上 


EER 


| 


WAS, = | 1,000.60 | | 
7 : fl = | 2,500.00 財 園 法人 | 
fl 5% | 5.000.00 | | 
fal 600.00 | | 
同 A 400.00 | 
fal 500.00 | 
4 同 +Z| 1.000.00 | 
昭和 四 , = | .000.00 
fl = | 5,000.00 | 
— . . | | 
| = 
1 M = | 500.00 
同 | 500 | | 同 
+ | 500 | 
m 
2.000 | 
an 
同 10.000 | 
3 + 100 | 
= | nm 

同 1 | 4, | 同 
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癌 第 二 三 年 第 四 , 


= ル 原谷 性 百 十 例 統計 的 研究 , 原 肝癌 = BS > WA 


枝 血 行 = 就 テ ]. 
2 | 表 中 8 | 症例 報告 
5 4 | 4 
6 | 2 
10 | 18 | AAEM A …… 時 期 = 在 ル 同 大 
14 | 10 
15 | 
15 | 7 小豆 大 
15 11 モ ノ | 
18 | 12 | | 
20 5 | 
21 3 | 730 RE | 0.730 RE 
22 2 | | 7 
4 | 14 | = 
28 14 | 統計 以前 統計 以外 
31 Tab. 16 
Sohtär (ohne Metastase) Ohne Metastase (Solitär) 
31 | Tab. 16| intra u. extrahepale Mit mit Metastase (intra u. 


32 | Tab. 17 
33 | 9 
34 | 9 
3 15 
39 | 6 
4 | 3 
45 | 1 
47 | 2 
50 | 14 
51 11 
8 | 
54 | 5 


Metastase 

M. Vorhaf 
(第 十 太 表 参 照 ) 
上 皮 ヨ リモ 生 ズ ル 
ve 
(zum. 四 入 例 ) 
肝臓 

20 年 
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extrahepale) 

R. Vorhof 

BA 

上 皮 ョ り 生 ズル 

( 五 四 例 中 四 入 例 ) 
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Mikroorgenismen 

fianden 
Sender-Sarkomkaninchen 
Fraustgross 
Sender-Sarkomkaninchen 
arterielles 


in den anderen Organen so 
war: 


右 肺 は 11 fj, 中 葉 6 HH, TE 
25 fi 808000 
pik 

Mikroorganismen 

finden 
Spender-Sarkomkaninchen 
Faustgross 
Spender-Sarkomkaninchen 
arteriellen 

in den anderen Organen, so 


28) 

= 

9 13 
24 15 

Ä 1 26 | 

3 15 | 
4 4 | 
a 4 6 | | 
4 | 

a 8 8 | 

9 14 | 


